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ア
.r..... 

ン
弛
禁
論
の
形
成
に
つ
い
て

井

上

裕

正

は

じ

め

に

一
弛
禁
論
に
つ

い
て

(
一
〉
奥
蘭
修
「
甥
害
」
の
作
成
時
期

会
一
)
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
の
浮
上

ニ
弛
禁
上
奏
に
つ
い
て

(
一
〉
弛
禁
上
奏
に
至
る
経
過

つ
一
〉
弛
禁
論
の
本
質

小

結

- 98一

は

じ

め

tこ

よ
る
合
法
化
、

道
光
十
六
(
一
八
三
六
)
年
四
月
二
十
七
日
に
太
常
寺
少
卿
の
許
乃
済
は
い
わ
ゆ
る
弛
禁
上
奏
を
行
い
、

一
般
民
間
人
に
よ
る
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
合
法
化
、
中
園
圏
内
に
お
け
る
嬰
粟
栽
培
・
ア
ヘ
ン
製
造
の
合
法
化
を
提
議
し
た
。
こ
の

ア
ヘ
ン
貿
易
の
物
々
交
換
方
式
に

弛
禁
上
奏
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
な
さ
れ
、
弛
禁
上
奏
の
内
容
は
カ
ン
ト
ン
知
識
人
臭
蘭
修
が
作
成
し
た
「
再
害
」
と

(

1

)

 

い
う
論
文
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
接
し
て
い
た
こ
と
も
、
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

小
稿
で
は
、
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
筆
者
に
よ
る
ア
ヘ
ン
問
題

・ア

ヘ
ン
政
策
に
闘
す
る
前
稿
の
諸
成
果
を
も
基



に
し
て

ま
ず
第
一
章
で
は
、

「
現
害
」
の
作
成
時
期
に
焦
貼
を
合
わ
せ
て
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
浮
上
の
経
過
を
検
討
し
、

つ
い
で
第

二
重
で
は
、
弛
禁
論
が
上
奏
さ
れ
る
ま
で
の
鰹
過
、

そ
し
て
弛
禁
論
の
本
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

論
と
も
関
係
す
る
の
で
、

と
こ
ろ
で
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
清
朝
の
ア
ヘ
ン
禁
止
政
策
を
「
外
禁
」
と
「
内
禁
」
の
二
政
策
に
分
け
て
分
析
し
て
き
た
が
、
以
下
の
行

(
2〉

そ
う
し
た
筆
者
の
分
析
覗
角
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
若
干
の
説
明
を
し
て
お
き
た
い
。

筆
者
の
い
わ
ゆ
る
「
外
禁
」
と
は
、

ア
ヘ
ン
貿
易
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
り
、

ま
た
「
内
総
合
と
は
、
圏
内
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
闘

連
の
諸
行
矯
(
ア
へ
ン
の
販
賀
、
吸
飲
、
ア
ヘ
ン
窟
経
営
、
密
莱
の
栽
培
・
ア
ヘ
ン
製
造
な
ど
〉
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
政
策
を
指
す
。

「
外
禁
」

ー寸

内

都
市
」
は
い
ず
れ
も
ア
ヘ
ン
を
禁
止
し
よ
う
と
す
る
黙
で
は
同
じ
だ
が
、
政
策
遂
行
に
伴
う
責
任
の
所
在
・
比
重
と
、
欧
米
人
(
諸
園
)
と
の
聞

係
の
二
黙
で
大
き
く
性
格
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
「
内
禁
」
の
責
任
は
全
園
の
官
僚
が
一
律
に
負
う
の
に
封
し
て
、
後
述
す
る
よ
う

に
「
外
禁
」
の
責
任
は
カ
ン
ト
ン
の
官
僚
だ
け
が
関
係
す
る
。
ま
た
、

「
外
禁
」
が
ア
ヘ
ン
貿
易
の
一
方
の
嘗
事
者
で
あ
る
欧
米
人
ハ
諸
園
〉

ほ
ぼ
一
貫
し
て
「
外
禁
」
政
策
が
優
先
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、

そ
し
て
、

「
内
禁
」
政

- 99ー

に
闘
わ
る
可
能
性
が
あ
る
の
に
劃
し
て
、

「
内
禁
」

の
方
は
欧
米
人
(
諸
園
〉
と
は
関
係
し
な
い
。

清
朝
の
本
格
的
な
ア
ヘ
ン
禁
止
政
策
は
、

策
も
併
用
さ
れ
た
が
、
ア
へ
ン
戦
争
の
勃
震
に
至
る
ま
で
、

さ
て

ま
ず
嘉
慶
四
〈
一
七
九
九
〉
年
に
「
外
禁
」
政
策
が
質
施
さ
れ
、

そ
の
理
由
は

「
カ
ン
ト
ン
瞳
制
」
に
あ

っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、

清
朝
は
乾
隆
二
十
二
(
一
七
五
七
〉
年
に
ヨ
ー
ロ

ッパ

船
の
来
航
を
贋
州
(
こ
こ
を
イ
ギ
リ
ス
人
を
始
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
カ

か
れ
ら
と
の
貿
易
を
主
に
「
行
商
」
と
い
う
特
許
商
一
人
に
扱
わ
せ
た
。
そ
の
後
、

後
の
い
わ
ゆ
る
南
京
篠
約
三
八
四
二
年
〉
に
よ
っ
て
五
港
が
開
港
さ
れ
る
ま
で
績
く
こ
と
に
な
る
こ
の
仕
組
み
は
カ
ン
ト
ン
瞳
制
と
呼
ば
れ

ン
ト
ン
の
営
再
O

ロ
と
呼
ん
だ
)

一
港
に
限
定
し
、

ア
へ
ン
戦
争

て
い
る
。

私
見
に
よ
れ
ば
、

カ
ン
ト

ン
瞳
制
と
は
、
朝
貢
貿
易
の
繁
則
的
な
も
の
と
し
て
清
朝
が
欧
米
諸
園
に
認
め
た
も
の
で
、
欧
米
船
の
来
航
を
カ

539 

ン
ト
ン
一
港
に
限
定
し
、

そ
こ
で
の
貿
易
を
官
僚
制
と
保
商
一
制
(
行
商
が
欧
米
船
の
保
商
と
し
て
、
そ
の
欧
米
船
に
蹴
わ
る
一
切
を
責
任
を
も
っ
て
請
け
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負
う
仕
組
み
〉
に
よ
っ
て
、

ヒ
ト
(
欧
米
人
〉
と
モ
ノ
(
輸
出
入
口
問
)
の
南
面
で
管
理
す
る

一
種
の
管
理
貿
易
制
度
で
あ
っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
十
八
世
紀
末
に
ア
ヘ
ン
問
題
が
顛
在
化
し
た
と
き
、
こ
の
問
題
に
劃
し
て
も
清
朝
は
カ
ン
ト
ン
睦
制
で
封
臆
し、

ア
ヘ
ン
と

い
う
モ
ノ
を
管
理
H
禁
止
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
外
禁
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
こ
う
し
て
、
欧
米
諸
固
に
劃
し
て
は
カ
ン
ト
ン
睦
制
で
割

躍
す
る
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
い
た
清
朝
は
、

ア
ヘ
ン
問
題
に
封
し
て
も
「
外
禁
」
政
策
を
基
本
と
し
て
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

弛
禁
論
に
つ
い
て

(

一

〉

呉
蘭
修
「
耳
害
」
の
作
成
時
期

前
述
の
よ
う
に
、
許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
の
内
容
が
、
カ
ン
ト
ン
知
識
人
呉
関
修
が
作
成
し
た
「
現
筈
」
と
い
う
論
文
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
援

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
の
形
成
と
密
接
に

-100ー

関
係
す
る
「
明
害
」
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
は
、

そ
う
し
た
問
題
意
識
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検
討
の
針
象
と
さ
れ
て
こ

正
当
っ
こ
。

チ
'
・
刀

+J

「
現
筈
」
作
成
の
時
期
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
闘
心
を
排
わ
な
か
司
た
先
行
研
究
も
、

(
3〉

十
四
(
一
八
三
四
)
年
ご
ろ
に
作
成
さ
れ
た
と
み
な
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、

「再
害
」
に
閲
す
る
最
も
ま
と
ま

っ
た
史
料
で
あ
る
梁
廷
栴

(

4

)

 

の
『
夷
気
聞
記
』
巻
一
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
検
討
の
便
宜
上
、

(
A
〉
以
下
に
分
節
し
て
記
す
)
。

と
こ
ろ
で
、

「
明
害
」

へ
の
言
及
に
際
し
て
は
、
道
光

(

A

)

 

道
光
十
三
年
、
公
司
、
連
歳
、
利
を
失
い
、
期
、
己
に
久
し
く
逸
え
る
を
以
て
、
臣
民
が
局
を
散
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
を
聴
し
、

而

し
て
其
の
原
貨
を
固
に
還
す
。
散
一
商
の
来
舶
、
盆
す
ま
す
多
く
、
常
貨
、
以
て
其
の
聾
断
を
遂
げ
る
無
し
、
故
に
即
ち
分
か
つ
所

の
貨
を
以
て
鴻
片
を
載
運
す
。

(

B

)

 

光
旅
寺
卿
許
乃
済
の
東
晦
に
観
察
た
る
や
、
文
告
の
禁
ず
可
き
に
侍
む
に
非
ず
、
害
、
絡
に
底
止
す
る
所
無
か
ら
ん
と
す
る
を
稔



知
す
る
な
り
c

時
に
謄
憂
を
懐
く
も
未
だ
源
を
清
く
す
る
所
以
の
法
を
得
ず
。

(

C

)

 

其
の
同
年
生
、
順
徳
の
何
太
青
、
仁
和
に
令
た
り
、
擢
で
ら
れ
て
乍
浦
に
丞
た
り
。
罷
め
て
蹄
り
、
誼
み
最
も
投
契
す
。

〈

D
〉

従
容
と
し
て
言
を
帰
す
に
、
紋
銀
の
煙
と
易
え
て
出
づ
る
者
、
敷
計
す
可
か
ら
ず
。
必
ず
先
き
に
例
禁
を
罷
め
、
民
間
、
自
ら
嬰

粟
を
種
え
る
を
得
る
を
轄
す
。

内
産
、

既
に
盛
ん
な
れ
ば
、

食
す
る
者
、

轄
っ
て
値
廉
き
を
利
と
し
、
舘
流
自
ら
康
が
ら
ん
。

夷
の
至
る
者
、
利
を
得
る
所
無
け
れ
ば
、
招
く
も
亦
た
来
た
ら
ざ
ら
ん
。
来
た
れ
ば
則
ち
寛
に
閥
禁
を
弛
め
て
厚
く
其
の
税
を
徴

し
、
一
商
を
責
め
て
必
ず
興
に
貨
と
易
え
し
め
、
銀
買
の
罪
名
を
巌
し
く
す
。
二
十
年
を
出
で
ず
、
勝
に
禁
ぜ
ず
し
て
自
ら
絶
え
ん

と
す
。
貫
に
中
園
利
病
の
橿
機
な
る
も
、
敢
え
て
奉
げ
て
以
て
入
告
す
る
無
き
を
如
何
せ
ん
、
と
。

(
E〉

乃
酒
、
大
い
に
動
か
す
所
と
震
り
、
以
て
教
官
の
書
院
に
監
課
た
る
呉
蘭
修
な
る
者
に
質
す
。
蘭
修
は
故
よ
り
嘉
麿
の
知
名
の
士

な
り
、
多
聞
に
し
て
心
を
世
務
に
留
め
る
者
と
競
さ
る
な
り
。
亦
た
太
青
の
言
を
是
と
し
、
退
い
て
論
を
篤
り
て
肩
書
と
日
い
、

而
し
て
之
を
暢
明
す
。

こ
う
し
て
司
夷
気
聞
記
』
の
関
連
記
事
は
、

(

E

)

に
績
け
て
「
萌
害
」
本
文
を
載
せ
、

さ
ら
に
「
酒
害
」
、
す
な
わ
ち
弛
禁
論
に
劃
す
る
カ

-101ー

ン
ト
ン
官
僚
の
封
麿
を
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
(
A
〉は、

き
て
、
従
来
の
諸
研
究
が
「
開
害
」
作
成
の
時
期
を
遁
光
十
四
年
ご
ろ
と
み
な
し
て
き
た
理
由
は
、
前
掲
記
事
中
の
(
A
〉
の
存
在
に
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
ハ
「
公
司
」
〉
の
劃
中
園
貿
易
濁
占
擢
が
西
暦
一
八
一
二
三
J
一
八
三
四
貿
易
年
度
を
最
後
に
西
暦

そ
れ
を
契
機
に
自
由
貿
易
商
人
(
「
散
商
」
)
に
よ
る
ア
ヘ
ン
貿
易
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な

一
八
三
四
年
四
月
二
十
二
日
を
も
っ
て
撤
慶
さ
れ
、

っ
た
と
い
う
歴
史
事
質
に
関
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
記
事
は
そ
う
し
た
新
し
い
朕
況
を
説
明
す
る
(

A

)

の
あ
と
に
、
(

B

)

(
C
X
D
)
と
績
け
た
後
、

(
E
〉
に
お
い
て
呉
蘭
修
に
よ
る
「
輯
害
」
の
作
成
に
言
及
し
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
事
を
(

A

)

か
ら
(
E
〉

へ

と

素

直

に

讃

め

ば

、

イ

ギ

リ

ス

東

イ

ン

ド

舎

祉

の

劃

中

園

貿
易
濁
占
権
が
撤
慶
さ
れ
た
一
八
三
四
年
、
す
な
わ
ち
遁
光
十
四
年
以
後
の
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
「
開
害
」
本
文

「
現
害
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、
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に
績
け
て
記
述
さ
れ
る
カ
ン
ト
ン
官
僚
の
封
躍
も
遁
光
十
四
年
以
後
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、

れ
た
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
結
論
を
先
に
言
え
ば
、

「
調
害
」
は
道
光
十
四
年
ご
ろ
に
作
成
さ

「
現
害
」
は
道
光
十
四
年
ご
ろ
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
、
恐
ら
く
道
光
十
一
年

か
ら
十
二
年
の
聞
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
を
検
誼
し
て
い
き
た
い
。

「
現
害
」
作
成
の
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
手
掛
か
り
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
(

A

)

に
績
く

「
光
旅
寺
卿
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
「
光
旅
寺
少
卿
」
か
「
太
常
寺
少
卿
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、

許
乃
慣
が
「
東
轄
に
観
察
た
る
」
、
す
な
わ
ち
庚
東
省
の
道
員
と
な
?
た
と
い
う
駐
に
つ
い
て
、
か
れ
は
道
光
五
年
十
二
月
十
八
日
に
肇
羅
道

(
5〉

(
6〉

に
着
任
し
、
つ
い
で
九
年
十
月
十
二
日
づ
け
で
高
廉
道
に
調
任
し
た
。
そ
の
後
、
十
三
年
八
月
二
十
五
日
の
上
識
で
光
縁
寺
少
卿
に
任
命
さ
れ

(

7

)

 

る
ま
で
、
か
れ
は
高
廉
道
の
職
に
あ
り
、
そ
の
問
、
十
二
年
十
一
月
七
日
か
ら
十
三
年
五
月
八
日
ま
で
贋
東
按
察
使
を
署
理
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
道
員
と
し
て
許
乃
済
が
贋
東
省
に
い
た
の
は
道
光
五
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
十
三
年
八
月
二
十
五
日
ま
で
だ
が
、
光
縁
寺
少

〈

8
〉

卿
に
任
命
さ
れ
た
後
も
か
れ
は
し
ば
ら
く
康
東
省
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
道
光
十
四
年
二
月
十
三
日
の
上
識
は
、
新
任
の
提
督

ま
ず
、

『
夷
気
聞
記
』
の
前
掲
記
事
の
な
か
に
、

(

B

)

の
部
分
に
つ
い
て

康
東
事
政
王
植
が
着
任
す
る
ま
で
贋
東
に
と
ど
ま
っ
て
「
考
試
の
事
を
蹄
ず
る
」
こ
と
を
許
乃
慣
に
命
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

す
く
な
く
と
も
こ
の
上
識
が
設
せ
ら
れ
た
十
四
年
二
月
十
三
日
か
ら
し
ば
ら
く
は
か
れ
は
ま
だ
慶
東
省
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

(
9
)
 

次
に

(
C〉
の
検
討
に
移
ろ
う
。
許
乃
積
ハ
新
江
仁
和
の
人
)
は
何
太
青
(
庚
東
順
徳
の
人
)
と
同
じ
く
嘉
慶
十
四
年
の
準
士
で
、
二
人
は
「
同
年
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し
か
も
、
何
太
青
は
許
乃
済
の
出
身
地
で
あ
る
断
江
省
の
地
方
官
を
歴
任
し
、
(

C

)

に
も
あ
る
よ
う
に
嘉
慶
二
十
四

(

叩

)

(

江

〉

年
か
ら
は
ま
さ
に
許
乃
慣
の
出
身
地
で
あ
る
仁
和
鯨
の
知
豚
(
「
仁
和
に
令
た
り
」
)
、
つ
い
で
道
光
二
年
か
ら
は
嘉
輿
府
海
防
同
知
〈
「
乍
浦
に
丞

(

ロ

)

た
り
」
〉
を
勤
め
た
。
そ
し
て
、
そ
の
職
を
尭
じ
ら
れ
た
の
は
道
光
四
年
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
の
蹄
郷
は
道
光
四
、
五
年
ご
ろ
、
許
乃
慣
が
道
員

生
」
の
閥
係
で
あ
っ
た
。

と
し
て
贋
東
省
に
赴
任
す
る
少
し
前
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

女
の
(

D

)

は
何
太
青
の
弛
禁
論
で
あ
る
。
績
く
(
E
〉
で
は
、
何
太
車
円
か
ら
弛
禁
論
を
聞
か
さ
れ
心
を
動
か
さ
れ
た
許
乃
慣
が
呉
蘭
修
に
意
見

を
求
め
る
と
、
呉
蘭
修
も
弛
禁
論
に
賛
成
し
て
「
開
害
」
を
作
成
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
呉
蘭
修
(
字
は
石
華
〉
は
贋
東
嘉
腫
直
隷
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貿易年度 |ベンガル アヘン| マノレワ アヘン | トルコ アヘソ l合
1829-30 1 7，143箱 (930-800ル)16日857(1，030-740) 1 700 (720) 114，700 

1830-31 / 6，660 (1，050-790)/ 12，100 (760-400) / 1，671 (738-565，) / 20，431 

1831-32 / 5，960 (1，060-885)/ 8，265 (800-645) I 402 (550) / 14，627 

表中の箱数は引き渡し量 (Deliveries)を、括弧内のドル数はー箱の販賓債格をそれぞれ
示してし、る。

計

州
梅
懸
の
人
、

嘉
慶
十
三
年
の
奉
人
。

嘉
慶
二
十
四
年
以
来
、

鼠
つ
秀
書
院
の
監
院
を
勤
め

(

日

〉

る
」
〉
、
道
光
二
年
か
ら
は
高
州
府
信
宜
耐
師
事
の
訓
導
(
数
議
街
〉
の
職
に
あ
っ
た
(
「
敬
官
」
〉
。

以
上
、
『
夷
気
聞
記
』
の
関
連
記
事
に
つ
い
て
(

A

)

か
ら
(

E

)

へ
順
に
検
討
し
た
が
、
そ
こ
に
「
再
害
」
作

(
M〉

成
の
時
期
を
知
り
得
る
決
定
的
な
史
料
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
、
「
耳
害
」
本
文
の
中
に

な
ん
ら
か
の
手
掛
か
り
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
賓
は
、
「
再
害
」
本
文
中
に
手
掛
か
り
と
な
る
記
述
が
一
箇
所
あ

る
。
そ
れ
は
次
に
示
す
よ
う
に
、

(
「
書
院
に
監
課
た

ア
ヘ
ン
貿
易
の
近
況
に
つ
い
て
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。

近
年
、
多
く
し
て
二
高
徐
箱
に
至
る
。
烏
土
は
約
八
千
箱
、
箱
毎
に
約
八
百
固
な
り
。
白
皮
は
約
一
高
三

千
箱
、
箱
毎
に
約
六
百
固
な
り
。
紅
皮
は
約
二
千
箱
、
箱
毎
に
約
四
百
固
な
り
。
純
計
す
る
に
歳
ご
と
に

洋
銀
約
一
千
五
百
寓
園
を
耗
ら
す
。
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右
の
引
用
史
料
中
、
「
烏
土
」
は
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ヘ
ン
(
切

g官
-
8
E
B
)、
「
白
皮
」
は
マ
ル
ワ
・
ア
ヘ
ン

(
昌
弘
者
白

0
1
z
B〉
、
「
紅
皮
」
は
ト
ル
コ
・
ア
ヘ
ン
(
叶
C
H
S
o宮
ロ
ヨ
)
の
こ
と
で
あ
る
。

で
は
、
そ
こ

で
言
及
さ
れ
た
「
近
年
」
と
は
、

い
つ
ご
ろ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

モ
l
ス

(
出
・
∞
・
宮
0
5
6

(

お

〉

の
『
東
イ
ン
ド
曾
社
中
闇
貿
易
編
年
史
』
巻
四
の
資
料
を
も
と
に
、

可
能
性
の

あ
る
貿
易
年
度
の
ア
ヘ
ン
貿
易
朕
況
を
ま
と
め
る
と
、
上
衰
の
逼
り
で
あ
る
。

さ
て
、

「
膏
害
」
で
述
べ
ら
れ
た
「
近
年
」
の
ア
ヘ
ン
貿
易
朕
況
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
黙
は
、
流
入
ア
ヘ
ン

の
総
量
が
「
二
寓
徐
箱
」
、
す
な
わ
ち
二
高
箱
を
越
え
て
い
る
こ
と
だ
が
、
上
表
に
あ
る
よ
う
に
、
流
入
量
が

二
寓
箱
を
越
え
た
の
は

一
八
三
O

|
一
八
三
二
貿
易
年
度
が
最
初
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
「
二
寓
徐
箱
」
の
内
語
と
し
て
、

が
「
約
一
高
三
千
箱
」
、

ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ヘ
ン
が
「
約
八
千
箱
」
、

ト
ル
コ
・
ア
ヘ
ン
が
「
約
二
千
箱
」
と
あ
る
の
も
、

マ
ル
ワ
・
ア
ヘ
ン

同
じ
く
一
八
三

0
1
一八一一一一
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貿
易
年
度
の
朕
況
を
指
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
ア
ヘ
ン
の
販
貰
債
格
に
つ
い
て
も
、

ト
ル
コ
・
ア
ヘ

ン
の

「
四
百
園

(
ド
ル
)
」
に
す
こ
し
疑
問
が
残
る
が

ベ
ン
ガ
ル
〈
「
約
八
百
周
」
)
と
マ
ル
ワ
(
「
約
六
百
園
」
〉
に
つ

い
て
は
同
年
度
の
債
格
幅
に
牧
ま
る
数
字

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

る。

だ
と
す
れ
ば

「現
害
」
が
言
う
「
近
年
」
と
は
、

「
耳
害
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
、

一
八
三

O
l
一
八
=
二
貿
易
年
度
に
嘗
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ

ヘ
ン
貿
易
猷
況
を
把
握
で
き
た
時
貼
、

一
八
=
二

一
八
三

O
l
一
入
一
一
一
一
貿
易
年
度
(
西
暦
一
八
三
O
年
四
月
か
ら
一
八
一
一
一
一
年
一
一一
月
〉
の
ア

(
道
光
十
一
〉
年
の
春
以
後
の
こ
と
と
な
る
。

「
近
年
」
に
閥
す
る
以
上
の
検
討
も
、
呉
蘭
修
が
ア
ヘ
ン
貿
易
賦
況
を
か
な
り
正
確
に
知
り
得
た
と
い
う
前
提
の
上
に
は
じ
め
て
意

味
を
持
つ
。
そ
の
前
提
を
認
め
て
よ
い
と
筆
者
は
考
え
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
推
測
の
域
を
出
な
い
。
そ
う
で
あ
る
限
り
、
「
現
筈
」
本

「耳
害
」
作
成
の
時
期
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
有
力
な
手
掛
か
り
で
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
決
定
的
な
史
料
と
は

h-r-
、

?
?
 

文
中
の

「近
年
」
は
、

こ
の
よ
う
に
、

「開
筈
」
作
成
の
経
緯
を
記
述
す
る
『
夷
気
聞
記
』
巻
一
の
記
事
に
も
、

-104-

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
「
現
害
」
本
文
に
も
「
碑
害
」
作
成
の
時
期

(
日
山
〉

そ
の
「
商
害
」
を
牧
録
す
る
陳
在
謙
編
『
嶺
南
文
紗
』
に
か
な
り
決
定
的
な
史
料
が

あ
る
。
こ
の
『
嶺
南
文
紗
』
の
各
十
四
に
は
果
蘭
修
の
文
章
が
十
六
篇
牧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
八
番
目
が
「
現
害
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、

を
確
定
す
る
決
定
的
な
史
料
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
、

「
耳
害
」
本
文
に
績
け
て
「
呉
蘭
修
自
記
」
と
題
さ
れ
た
「
耳
害
」
の
解
説
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
全
文
は
衣
の
通
り
で
あ
る
。

此
れ
今
日
、
第
一
の
大
計
な
り
。
向
き
に
之
を
議
さ
ん
と
欲
す
る
も
敢
え
て
渡
せ
ず
。
六
、
七
年
来
、
一
商
買
・
闇
閥
、
生
計
日
び
墜
し
め

ば
、
乃
ち
己
む
を
得
ず
し
て
之
を
著
わ
す
。
吾
が
友
、
粛
梅
生
、
楊
秋
衡
、
各
の
著
論
有
り
。
大
旨
は
略
ぼ
同
じ
。
嘗
世
、
必
ず
起
こ
り

て
之
に
和
す
者
有
る
を
知
る
。
予
れ
日
び
之
を
望
む
。
道
光
壬
辰
六
月
、
蘭
修
自
ら
記
す
。

こ
の
「
果
蘭
修
自
記
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
あ
と
で
燭
れ
る
と
し
て
、
嘗
面
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
最
後
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
こ

の
「
呉
蘭
修
自
記
」
が
書
か
れ
た
の
が
、

「道
光
壬
辰
六
月
」、

つ
ま
り
道
光
十
二
年
六
月
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

現



害
」
が
作
成
さ
れ
た
の
は
嘗
然
な
が
ら
「
呉
蘭
修
自
記
」
が
書
か
れ
た
道
光
十
二
年
六
月
よ
り
も
前
の
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く

と
も
先
行
研
究
の
「
道
光
十
四
年
ご
ろ
」
設
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

「
輯
害
」
作
成
時
期
の
下
限
が
道
光
十
二
年
六
月
だ
と
し
て
、
上
限
は
ど
こ
ま
で
逆
上
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
検
討

そ
れ
で
は
、

で
明
ら
か
な
よ
う
に
上
限
に
つ
い
て
は
確
定
で
き
る
よ
う
な
決
め
手
が
な
い
。

し
か
し
本
簡
で
は
、
先
に
「
耳
害
」
本
文
中
の
「
近
年
」
の
検

討
結
果
か
ら
推
察
し
た
遁
光
十
一
年
春
を
一
慮
、
上
限
と
み
な
し
て
お
き
、

さ
ら
な
る
検
討
は
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
の
浮
上
に
つ
い
て

考
察
す
る
次
節
で
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

(

二

)

カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
の
浮
上

前
節
で
の
検
討
の
結
果
、
筆
者
は
「
現
筈
」
の
作
成
時
期
を
道
光
十
一
年
春
か
ら
十
二
年
六
月
の
聞
と
考
え
た
が
、
次
に
注
意
す
べ
き
こ
と

は
、
「
現
害
」
の
作
成
時
期
は
カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
弛
禁
論
が
形
成
さ
れ
始
め
た
時
期
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
呉
蘭
修
も
前
掲
の
「
果
蘭
修
自
記
」
の
な
か
で
「
向
き
に
之
を
議
さ
ん
と
欲
す
る
も
敢
え
て
護
せ
ず
〈
傍
貼
は
筆
者
)
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
臭
蘭
修
も
「
現
害
」
を
作
成
す
る
以
前
か
ら
弛
禁
論
を
考
え
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
弛
禁
論
は
い
つ
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ご
ろ
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
て
、

ア
ヘ
ン
問
題
が
議
論
の
的
に
な
り
始
め
た
と
き
、

ま
ず
解
決
策
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
は
、

外
園
貿
易
断
絶
論
で
あ
る
。

す
な
わ

ち
、
ア
ヘ
ン
密
貿
易
だ
け
で
な
く
、
外
園
貿
易
そ
の
も
の
を
断
絶
す
べ
し
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
欧
米
諸
圏
と
の
貿
易
を
少
な
く
と

も
理
念
的
に
は
恩
恵
的
な
朝
貢
貿
易
の
繁
則
的
な
も
の
と
み
な
し
て
い
た
嘗
時
に
あ

っ
て
、
こ
の
断
絶
論
は
か
な
り
有
力
な
考
え
方
で
あ
り
、

ア
ヘ
ン
戦
争
勃
震
ま
で
主
張
さ
れ
描
明
け
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
乾
隆
二
十
二
(
一
七
五
七
)
年
以
来
、

欧
米
諸
固
と
の
貿
易
が
認
め
ら
れ
て
い
た
唯
一
の
開
港
場
カ
ン
ト
ン
の
官
僚
や
行
一
商
に
と

545 

っ
て
、
そ
の
貿
易
か
ら
の
利
益
を
失
う
こ
と
を
-意
味
す
る
断
絶
論
は
到
底
、
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て

道
光
の
初
め

ハ
一
八
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ニ
0
年
代
初
め
)
ご
ろ
、

カ
ン
ト
ン
官
僚
の
程
合
章
は

「論
洋
害
」
を
著
し
て
断
絶
論
を
批
剣
し
た
。

批
判
の
論
援
と
し
て
程
含
章
は
、

外
園

貿
易
断
絶
に
よ
っ
て
「
溢
質
」
、

し
か
も
、

(

口

〉

海
の
好
民
」
が
失
業
者
と
な
っ
て
外
園
側
に
協
力
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
程
合
章
が
外
園
貿
易
断
絶
論
を
批
判
し
て
い
た
こ
ろ
、
カ
ン
ト
ン
に
ひ
と
つ
の
知
識
人
集
圏
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
す
な

つ
ま
り
戦
争
が
勃
設
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
、

そ
の
際
に
は
外
園
貿
易
で
暮
ら
し
て
い
る

「沿

わ
ち
、

蛍
時
の
雨
康
総
督
庇
元
(
江
蘇
儀
徴
の
人
、
乾
隆
五
十
四
年
の
進
士
、
嘉
慶
二
十
二
年
か
ら
道
光
六
年
ま
で
在
任
)
の
も
と
に
カ
ン
ト
ン
知
識
人

は
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
く
。

ま
ず
、
既
元
は
嘉
慶
二
十
三
年
に
『
贋
東
通
志
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
が
、
カ
ン
ト
ン
知
識
人
の
多
く
が
こ
れ
に
従
事
し
た
。
つ
い
で
道
光

元
(
一
八
二
一
)
年
の
春
に

「事
海
堂
」
と
い
う
書
院
の
設
立
構
想
を
公
表
し
、
贋
東
省
の
奉
人
、
貢
生
、
生
員
、
監
生
を
封
象
に
事
海
堂
課

試
を
開
始
し
た
。
そ
し
て
道
光
四
年
多
に
は
贋
州
府
城
内
の
北
、
男
秀
山
の
麓
に
厚
海
堂
の
建
物
も
完
成
し
た
。

こ
う
し
た
庇
元
に
よ
る
カ
ン
ト
ン
知
識
人
の
結
集
に
お
い
て
カ
ン
ト
ン
知
識
人
の
側
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
呉

蘭
修
だ
っ
た
。
か
れ
は
『
贋
東
、
通
士
山
』
の
編
纂
に
従
事
し
、
間
学
海
堂
の
設
立
に
も
積
極
的
に
参
劃
し
た
。
そ
し
て
、
道
光
六
年
に
庇
元
が
雨
贋

(
叩
四
)

総
督
か
ら
雲
費
総
督
へ
轄
任
す
る
際
に
選
ん
だ
翠
海
堂
の
八
人
の
事
長
の
一
人
に
も
指
名
さ
れ
て
い
た
。
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そ
の
呉
蘭
修
も
「
耳
害
」
の
な
か
で
外
園
貿
易
断
絶
論
を
「
抜
本
塞
源
の
説
」
と
呼
ん
で
批
剣
し
て
い
る
。
批
判
の
理
由
と
し
て
第
一
に
翠

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
程
合
-
一
章
も
指
摘
し
た
戦
争
勃
裂
の
危
険
性
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
か
に
も
、

ア
ヘ
ン
貿
易
を
行
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
以
外
の

諸
外
園
と
の
貿
易
ま
で
断
絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、

ま
た
、
断
絶
し
よ
う
と
し
て
も
近
海
の
島
を
利
用
す
る
密
貿
易
ま
で
断
絶
で
き
な

い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
欧
米
諸
園
と
の
貿
易
が
唯
一
認
め
ら
れ
て
い
た
カ
ン
ト
ン
と
い
う
地
域
的
利
害
を
踏
ま
え
た
ア
ヘ
ン
論
(
以
下
、
カ
ン
ト
ン
・
ア

ヘ
ン
論
と
呼
ぶ
〉
は
ま
ず
、

外
園
貿
易
断
結
論
批
判
と
い
う
形
を
取
っ
て
一
八
二

0
年
代
初
め
に
姿
を
現
し
、

断
絶
論
批
判
は
以
後
一
貫
し
て

主
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。



と
こ
ろ
で
一
八
二

0
年
代
に
入
る
と
、
中
園
へ
の
ア
ヘ
ン
流
入
量
は
マ
ル
ワ
・
ア
ヘ
ン
を
中
心
に
急
速
に
増
大
し
、
そ
の
結
果
、

年
ご
ろ
か
ら
銀
が
中
園
か
ら
流
出
し
始
め
る
。
こ
う
し
た
ア
ヘ
ン
貿
易
に
よ
る
銀
流
出
と
そ
れ
に
伴
う
財
政
・
経
済
上
の
諸
問
題
を
御
史
-
章
玩

一
八
二
七

が
指
摘
し
た
の
が
道
光
九
三
八
二
九
〉
年
で
あ
り

こ
れ
以
後
、

(m〉

財
政
・
経
済
上
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ア
ヘ
ン
問
題
は
「
風
俗
人
心
」
上
の
問
題
と
し
て
よ
り
も
銀
流
出
に
伴
う

そ
し
て
、

一
八
二

0
年
代
に
は
も
う
ひ
と
つ
大
き
な
襲
化
が
見
ら
れ
た
。
道
光
元
(
一
八
二
一
〉
年
に
護
生
し
た
葉
恒
樹
事
件
を
契
機
に
、

そ
れ
ま
で
珠
江
を
遡
っ
た
黄
堵
で
行
わ
れ
て
い
た
ア
ヘ
ン
の
取
引
が
、

珠
江
河
口
外
の
零
丁
洋
に
停
泊
す
る
ア
ヘ
ン
専
用
の
貯
蔵
船
で
あ
る

「
彊
船
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
司
た
(
ア
ヘ
ン
取
引
の
い
わ
ゆ
る
「
零
了
洋
時
期
」
)
。

「
彊
船
」
に
積
み
降
ろ
し
た
後
、
合
法
品
だ
け
を
積
ん
で
寅
捕
に
入
港
し
た
。
そ
の
結
果
、
入
港
し
た
欧
米
船
に
は
も
う
ア
ヘ
ン
は
積
み
込
ま

れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
カ
ン
ト
ン
官
僚
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
外
禁
」
政
策
の
最
終
的
責
任
を
欧
米
船
の
「
保
商
」
に
轄
嫁
す
る
こ
と
が

(

却

〉

カ
ン
ト
ン
官
僚
は
「
外
禁
」
政
策
に
伴
う
責
任
を
一
身
に
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
来
航
し
た
欧
米
船
は
ま
ず
ア
ヘ
ン
を
零
丁
洋
の

で
き
な
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、

一
入
二

0
年
代
以
降
、
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ア
ヘ
ン
問
題
が
活
滋
に
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
嘗
時
の
南
贋
綿
督
李
鴻
賓
は
道

(

幻

)

光
九
J
十
一
年
に
か
け
て
「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」
優
先
論
を
主
張
し
、
カ
ン
ト
ン
官
僚
の
責
任
を
軽
減
し
よ
う
と
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
に
、
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
有
力
な
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
形
成
さ
れ
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
考
え
る
根
援

こ
う
し
て
、
遁
光
九
年
の
御
史
章
況
の
上
奏
以
来
、

は
ま
ず
、
弛
禁
論
が
ア
ヘ
ン
貿
易
に
よ
る
銀
流
出
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
節
で
掲
げ
た
よ
う
に
、
梁
廷
栴
の
『
夷

気
聞
記
』
巻
一
の
関
連
記
事
の
(
D
〉
に
あ
る
何
太
青
の
弛
禁
論
は
、
「
紋
銀
の
煙
と
易
え
て
出
づ
る
者
、
数
計
す
可
か
ら
ず
」
と
、
ア
ヘ
ン
貿

易
に
よ
る
「
紋
銀
」
の
流
出
へ
の
指
摘
で
始
ま
る
。
ま
た
、
呉
蘭
修
の
「
明
害
」
も
、
や
は
り
前
節
で
検
討
の
劉
象
と
し
た
「
近
年
」
に
お
け

る
ア
ヘ
ン
貿
易
の
状
況
に
績
け
て
、

中
原
の
奇
置
き
易
き
の
臓
を
以
て
、
海
外
の
窮
ま
り
無
き
の
霊
を
填
め
、

547 

と
述
べ
、

ア
ヘ
ン
貿
易
に
よ
る
銀
流
出
の
急
増
に
言
及
す
る
。

日
び
増
し
月
づ
き
盆
し
、
其
の
極
ま
る
を
知
ら
ず
。

つ
い
で
主
張
さ
れ
る
か
れ
の
弛
禁
論
も
「
避
重
就
樫
」
、

す
な
わ
ち
「
天
下
」
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に
と
っ
て
は
「
軽
」

い
「
鴻
片
」
よ
り
も

「
重
」
い
「
海
内
の
銀
」
を
「
留
」

め
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト

ン
の
弛
禁
論
は
、

ア
ヘ
ン
問
題
が
何
よ
り
も
銀
流
出
に
伴
う
財
政
・
経
済
上
の
問
題
と
し
て
論
議
さ
れ
た
道
光
九
年
以
後
の
朕
況
の
な
か
で
形

成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
弛
禁
論
の
形
成
を
促
し
た
背
景
と
し
て
、
道
光
九
年
に
再
開
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
論
議
が
極
め
て
活
、滋
な
も
の

で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
清
朝
が
質
施
し
た
ア
ヘ
ン
針
策
も
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
清

と
こ
ろ
で
、

朝
中
橿
部
は
優
先
し
て
い
た
「
外
禁
」
政
策
の
貫
施
を
カ
ン
ト
ン
首
局
に
求
め
た
。
こ
れ
に
射
し
て
雨
康
総
督
李
鴻
賓
は
前
述
の
よ
う
に
「
外

禁
」
困
難

・
「
内
禁
」
優
先
論
を
主
張
し
た
が
、
そ
れ
が
一
時
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
清
朝
の
ア
ヘ
ン
政
策
は
這
光
十
年
な
か
ご
ろ
に

「
内
禁
」

(

幻

)

一
連
の
「
内
禁
」
強
化
策
が
質
施
さ
れ
る
。

優
先
に
鱒
換
さ
れ
、

(n〉

ま
ず
、
道
光
十
年
六
月
二
十
四
日
の
部
正
勿
の
上
奏
を
契
機
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
同
年
十
二
月
十
八
日
の
上
誌
で
圏
内
に
お
け
る
嬰
粟
栽

(

担

〉

培
・
ア
ヘ
ン
製
造
に
劃
す
る
刑
罰
が
初
め
て
定
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
日
の
上
識
は
、
毎
年
末
に
保
甲
の
編
査
を
報
告
す
る
上
奏
に
お
い
て
、

省
内
の
嬰
粟
栽
培
・
ア
ヘ
ン
製
造
朕
況
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
も
報
告
す
る
よ
う
地
方
督
撫
に
命
じ
た
。
ま
た
、
道
光
十
一
年
五
月
十
六
日
の

(

お

〉

上
識
で
「
煙
具
」
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(
ア
ヘ
ン
吸
飲
用
の
キ
セ
ル
〉
の
製
造
・
販
買
に
劃
す
る
刑
罰
も
初
め
て
定
め
ら
れ
た
。

(

お

)

の
上
奏
を
契
機
に
刑
部
で
の
検
討
を
鰹
て
、
同
年
六
月
十
六
日
の
上
識
は
ア
ヘ
ン
吸
飲
に
謝
す
る
刑
罰
を
こ
れ
ま
で
よ
り
巌
し
く
す
る
と
同
時

に
、
督
撫
以
下
の
地
方
官
僚
に
劃
し
て
署
内
に
ア
ヘ
ン
吸
飲
者
が
い
な
い
と
い
う
「
甘
結
」
を
提
出
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
毎
年
末
に
上

奏
す
る
よ
う
督
撫
に
命
じ
た
。

さ
ら
に
同
年
五
月
十
五
日
の
劉
光

(

幻

)

こ
の
よ
う
に
一
連
の
「
内
禁
」
強
化
策
が
寅
施
さ
れ
た
背
景
に
、
道
光
十
一
年
四
月
十
二
日
に
お
け
る
道
光
一帝
の
長
男
、
突
緯
の
死
去
が
閥

係
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
嘗
時
、
カ
ン
ト
ン
の
欧
米
人
の
聞
で
は
突
緯
の
死
因
は
ア
ヘ
ン
の
吸
飲
に
あ
る

(
お
)

と
の
う
わ
さ
が
流
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の
員
備
を
検
誼
す
る
中
園
側
の
資
料
は
管
見
の
限
り
で
は
見
い
だ
し
え
な
い
。

し
か
し
、
同

年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
「
太
監
」
、

す
な
わ
ち
宣
官
の
ア
ヘ
ン
吸
飲
が
暴
露
さ
れ

何
人
か
の
宣
官
と
関
係
者
が
相
衣
い
で
慮
罰
さ
れ



(
m
m
〉

た
こ
と
は
、

そ
れ
が
皐
な
る
う
わ
さ
で
は
な
い
こ
と
を
傍
誼
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
ア
へ
γ
問
題
が
巌
し
く
論
議
さ
れ
る
朕
況
の
も
と
、
道
光
十
一
年
五
月
二
十
四
日
に
御
史
の
潟
賛
動
が
、
零
丁
洋
で
の

ア
ヘ
ン
取
引
の
寅
態
を
初
め
て
詳
細
に
説
明
し
な
が
ら
「
外
禁
」
優
先
を
奏
請
す
る
と
、
清
朝
の
ア
ヘ
ン
政
策
は
「
外
禁
」
優
先
に
回
闘
す

〈

ω〉
る
。
「
外
禁
」
の
優
先
と
そ
の
質
施
を
命
ず
る
上
識
が
雨
廉
綿
督
李
鴻
賓
の
も
と
に
届
く
の
は
六
月
十
六
日
、
か
れ
は
た
だ
ち
に
そ
の
旨
を
行

(

M

M

)

 

一
商
に
停
え
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
、
カ
ン
ト
ン
知
識
人
た
ち
も
ほ
ぼ
同
時
に
、

(

沼

〉

先
論
の
破
綻
を
知
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

李
鴻
賓
が
提
議
し
績
け
て
き
た
「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」
優

前
節
で
「
百
害
」
作
成
の
時
期
を
一
腰
、
道
光
十
一
年
の
春
か
ら
翌
十
二
年
六
月
ま
で
と
推
定
し
て
お
い
た
が
、
カ

ン
ト
ン
知
識
人
た
ち
が

「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」

優
先
論
の
破
綻
を
知
司
た
と
考
え
ら
れ
る
道
光
十

一
年
な
か
ご
ろ
は
そ
の
推
定
期
間
内
に
あ
る
。

呉
蘭
修
に
よ
る

「
明
答
」
作
成
の
時
期
は
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、

十
一
年
な
か
ご

ろ
以
後
に
、
新
し
い
カ
ン
ト
ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
主
張
す
る
弛
禁
論
は

「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」
優
先
論
が
破
綻
し
た
道
光

-109ー

そ
の
こ
と
を
傍
謹
す
る
の
が
、

〈

お

)

道
光
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
づ
け
(
十
二
年
二
月
五
日
受
理
〉
の
雨
康
組
督
李
鴻
賓
の
上
奏
で
あ
る
。
す
で

(

制

作

)

こ
の
上
奏
で
か
れ
は
持
論
の
「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」
優
先
論
を
相
襲
わ
ら
ず
繰
り
返
し
た
が
、

そ
の
な
か

に
前
稿
で
も
燭
れ
た
よ
う
に
、

で、

此
の
時
、
若
し
の
お
其
の
荷
材
の
類
に
照
ら
し
て
公
然
と
行
使
す
る
を
醸
し
、
夷
人
を
し
て
債
を
撞
げ
て
奇
に
居
く
能
わ
ざ
ら
し
む
る
も

亦
、
其
の
重
利
を
貧
園
す
る
を
黙
温
す
る
の
法
に
似
た
り
。

と
述
べ
、

ア
ヘ
ン
貿
易
合
法
化
を
内
容
と
す
る
弛
禁
論
を
紹
介
し
て
い
た
。
た
だ
、
緩
け
て
「
無
如
せ
ん
、
功
令
久
し
く
垂
れ
れ
ば
、
何
ん
ぞ

(

お

)

叉
た
忽
ち
寛
縦
に
従
わ
ん
」
と
、
あ
く
ま
で
も
巌
禁
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
自
己
保
身
を
園
る
こ
と
を
か
れ
は
忘
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
に
道
光
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
づ
け
の
上
奏
の
な
か
で
爾
贋
綿
督
李
鴻
賓
が
弛
禁
論
を
紹
介
し
て
い
た
こ

549 

と
か
ら
剣
断
す
れ
ば
、

お
そ
く
と
も
遁
光
十
一
年
末
ま
で
に
弛
禁
論
が
カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
か
な
り
有
力
な
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
浮
上
し
て
い
た
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こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
扶
況
の
な
か
で
「
現
害
」
も
ま
た
作
成
さ
れ
た
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
道
光
十
二
年
六
月
と
い
う
下
限
時
期
を
確
定
す
る
史
料
と
な
ア
た

「
呉
蘭
修
自
記
」
に
つ

い
て一

言
述
べ
て
お
き
た
い
。
こ
の
自

記
は
、
程
恩
津
(
安
徽
教
師
怖
の
人
、
嘉
慶
十
六
年
の
進
士
〉
の
カ
ン
ト
ン
訪
問
と
関
連
す
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

(
お
)

首
時
、
北
京
の
知
識
人
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
程
息
調
停
(
候
補
園
子
監
祭
酒
〉
は
道
光
十
二
年
五
月
十
五
日
の
上
誌
で
同
年
に
寅
施
さ
れ

(

日

出

)

る
贋
東
郷
試
の
正
考
官
に
任
命
さ
れ
、
同
年
八
月
一
日
に
カ
ン
ト
ン
に
到
着
し
た
。
そ
の
際
、
程
恩
津
は
呉
蘭
修
を
含
む
カ
ン
ト
ン
知
識
人
た

(

お

〉

カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
一
商
業
の
沈
滞
ぶ
り
や
ア
ヘ
ン
の
蔓
延
を
描
寓
し
た
「
男
東
雑
感
九
首
」
を
詠
ん
で
い
る
。

ち
と
交
遊
し
、

ま
た
、

ア
ヘ
ン
問
題
が
活
、
後
に
論
議
さ
れ
、

カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
も
弛
禁
論
が
浮
上
し
つ
つ
あ
る
な
か
、

カ
ン
ト
ン
を
訪
れ
た
程
恩
津
に
呉
蘭
修
ら

弛
禁
論
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の
弛
禁
論
に
劃
す
る
意
見
を
求
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
果
関
修
と
同
郷
の
知
識
人
で
、
こ
の
時
の

郷
試
に
合
格
し
て
翠
人
と
な
る
温
訓
は
、
「
胃
害
」
の
作
成
と
同
時
期
に
そ
の
弛
禁
論
を
批
判
す
る

「碑
害
績
議
」
を
著
す
が
、
そ
れ
は
の
ち

(

刊

日

)

道
光
十
八
年
に
寅
爵
滋
に
よ
っ
て
上
奏
さ
れ
る
「
殿
禁
」
論
、
す
な
わ
ち
ア
ヘ
ン
吸
飲
者
死
刑
論
の
も
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
ア
ヘ
ン
論
が
必
ず
し
も
弛
禁
論
に
一
本
化
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
程
思

こ
の
こ
と
は
、
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津
の
カ
ン
ト
ン
訪
問
が
カ
ン
ト
ン
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
論
議
に
拍
車
を
か
け
、
弛
禁
論
者
と
そ
れ
に
反
劃
す
る
も
の
、
壁
方
が
来
得
し
た
程
恩
津

に
意
見
を
求
め
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
道
光
十
二
年
六
月
の
日
附
を
も
っ
「
呉
蘭
修
自
記
」
は
、
す
で
に
作
成
さ
れ
て
い
た
「
軒
害
」
を
程

(ω) 

恩
津
に
示
す
た
め
に
か
れ
の
来
鹿
つ
を
前
に
呉
蘭
修
が
書
き
添
え
た
文
章
で
は
な
い
か
。

弛
禁
上
奏
に
つ
い
て

(

一

)

弛
禁
上
奏
に
至
る
極
、
過

道
光
九
年
以
来
の
活
棲
化
す
る
ア
ヘ
ン
論
議
を
背
景
に
、

カ
ン
ト
ン
に
お
い
て
形
成
さ
れ
、

お
そ
く
と
も
道
光
十

一
年
末
に
は
有
力
な
カ
ン



ト
ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
浮
上
し
、
ま
た
、
呉
蘭
修
に
よ
っ
て
「
再
害
」
と
い
う
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
弛
禁
論
は
、
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た

ど
っ
て
道
光
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
許
乃
済
に
よ
っ
て
上
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
出
の
『
夷
気
聞

記
』
巻
一
で
は
、

「
耳
害
」
本
文
に
績
け
て
、

組
督
直
坤
、
巡
撫
那
墳
、
見
て
心
折
す
。
蘭
修
は
更
に
其
の
事
海
堂
に
長
た
る
、
同
事
の
南
海
の
熊
景
星
、
番
高
の
儀
克
中
と
約
し
、
各

の
論
を
著
し
て
以
て
興
に
輔
翼
と
鋳
さ
し
む
。
坤
は
障
ち
に
「
且
つ
土
私
議
」
を
述
べ
、
片
に
附
し
て
陳
ぶ
。
例
、
方
に
巌
し
き
を
以
て
、

僅
か
に
其
の
詞
を
約
略
し
、
終
に
敢
え
て
明
ら
か
に
弛
禁
を
請
わ
ず
。
成
廟
も
亦
た
之
を
置
き
、
但
だ
奮
禁
に
、
沿
い
て
巌
を
加
え
し
む
る

の
み
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
雨
庚
綿
督
宜
坤
、
贋
東
巡
撫
那
墳
が
「
調
書
」
を
讃
ん
で
敬
服
し
た
こ
と
、
果
蘭
修
は
同
じ
く
事
海
堂
の
事
長
だ
っ
た

熊
景
星
(
庚
東
南
海
の
人
、
嘉
慶
二
十
一
年
の
奉
人
〉
、
儀
克
中
(
庚
東
番
寓
の
人
、
道
光
十
二
年
の
皐
人
)
に
も
弛
禁
論
を
作
文
さ
せ
て
側
面
か
ら
援
護

さ
せ
た
こ
と
、
そ
こ
で
宜
坤
は
弛
禁
論
を
「
毎
土
私
議
」
と
し
て
上
奏
の
附
片
で
紹
介
し
た
が
、
ア
ヘ
ン
禁
令
が
巌
し
い
賦
況
に
配
慮
し
て
弛

禁
を
正
式
に
要
請
は
し
な
か
司
た
こ
と
、
道
光
一
帝
一
も
取
り
上
げ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
に
沿
っ
て
禁
令
を
強
化
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
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述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
先
行
研
究
で
は
右
の
史
料
に
基
づ
い
て
、
カ
ン
ト
ン
の
弛
禁
論
は
商
贋
線
督
直
坤
の
遁
光
十
四
年
九
月
十
日
づ
け
の
附
片
に
よ
司

(

4

)

 

て
最
初
に
紹
介
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
前
章
第
二
節
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
ン
の
弛
禁
論
は
そ
れ
よ
り

も
早
く
、
す
で
に
道
光
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
づ
け
の
雨
康
総
督
李
鴻
賓
の
上
奏
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
直
坤
の
附
片
は
弛

禁
論
の
上
奏
に
よ
る
紹
介
に
と
っ
て
は
二
度
目
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

慮
坤
(
直
隷
軍
部
州
の
人
、
嘉
慶
四
年
の
進
土
〉
は
、

か
つ
て
道
光
八
年
八
月
か
ら
十
年
八
月
ま
で
の
二
年
間
、
贋
東
巡
撫
の
任
に
あ
丹
、
た
が
、
革

(

必

)

(

川

町

〉

職
さ
れ
た
李
鴻
賓
の
後
任
と
し
て
這
光
十
二
年
八
月
に
湖
康
線
督
か
ら
雨
慶
総
督
に
調
任
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
五
日
に
着
任
し
て
い
た
。
な

(
H
H
〉

ぉ
、
か
れ
が
進
士
と
な
ア
た
嘉
慶
四
年
の
曾
試
で
は
庇
元
が
副
考
官
を
勤
め
て
お
り
、
雨
者
は
い
わ
ゆ
る
座
師
|
門
生
の
開
係
に
あ
っ
た
。
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ま
た
、
前
掲
史
料
の
な
か
で
直
坤
と
共
に
登
場
す
る
祁
埼
(
山
西
高
卒
の
人
、
嘉
慶
元
年
の
進
士
〉
は
、
道
光
十
三
年
七
月
か
ら
十
八
年
二
月
の

(

必

)

問
、
贋
東
巡
撫
の
職
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
呉
蘭
修
の
「
調
書
」
を
総
督
盛
坤
と
巡
撫
祁
墳
の
二
人
が
謹
ん
で
敬
服
し
た
と
い
う
前
掲
史

料
に
依
接
す
れ
ば
、
部
墳
が
「
萌
害
」
を
讃
ん
だ
の
は
、

か
れ
が
贋
東
巡
撫
に
任
命
さ
れ
た
道
光
十
三
年
七
月
以
降
の
こ
と
と
な
る
。

庫
坤
は
道
光
十
四
年
九
月
十
日
の
附
片
で
カ
ン
ト
ン
の
弛
禁
論
を
紹
介
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

(

必

〉

が
、
道
光
十
四
年
五
月
二
十
二
日
受
理
の
「
有
人
」
の
上
奏
で
あ
?
た
。
そ
の
上
奏
は
前
述
し
た
三
年
前
の
鴻
賛
動
の
上
奏
と
同
様
に
、
零
丁

さ
て

そ
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
の

洋
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
取
引
の
質
態
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

「
紋
銀
の
出
洋
」
と
「
関
税
の
透
漏
」
を
防
止
す
る
た
め
に
「
遭
船
」
や
「
快

(

釘

〉

つ
ま
り
「
外
禁
」
の
巌
行
を
強
く
要
請
し
て
い
た
。
そ
し
て
同
日
の
上
識
は
、
直
坤
、
那
墳
、
そ
し
て
毎
海
閥
監
督
の

蟹
」
の
取
り
締
ま
り

中
鮮
に
射
し
て
、
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
事
買
の
調
査
報
告
と
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

(

必

〉

こ
の
上
識
が
直
坤
ら
の
手
元
に
届
い
た
の
は
六
月
十
三
日
で
あ
る
が
、
嘗
時
の
盛
坤
は
大
き
な
問
題
に
直
面
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

わ
ゆ
る
ネ
l
ピ
ア
事
件
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
西
暦
一
八
三
四
年
四
月
二
十
二
日
を
も
っ
て
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
曾
祉
の
中
園
貿
易
濁
占 し、
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権
は
撤
鹿
さ
れ
て
自
由
貿
易
の
時
代
に
入
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
初
代
の
首
席
貿
易
監
督
官
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ネ
l
ピ
ア

が
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
ン
に
涯
遣
さ
れ
た
。
道
光
十
四
年
六
月
九
日
に
マ
カ
オ
に
到
着
し
た
ネ
l
ピ
ア
は
、
入
港
許
可
誼
を
も
ら

わ
ず
に
六
月
十
九
日
に
「
夷
館
」
匡
域
(
英
語
で
F
2
0
ミ
、
外
園
入
居
留
区
域
)
に
入
り
、
さ
ら
に
翌
日
、
雨
康
穂
督
に
舎
見
を
求
め
る
文
書
を
、

(巧
E
3
5

Z
問
。
広
岡
)

従
来
か
ら
清
朝
が
定
め
て
い
た
「
票
」
と
い
う
上
行
公
文
書
の
形
式
で
は
な
く
封
等
な
形
式
で
認
め
、

し
か
も
行
簡
を
介
さ
ず
に
直
接
、
清
朝

官
憲
に
渡
そ
う
と
し
た
。

こ
う
し
た
カ
ン
ト
ン
瞳
制
下
の
慣
例
を
打
破
し
よ
う
と
す
る
ネ
l
ピ
ア
の
行
動
を
清
朝
側
が
認
め
る
は
ず
は
な
く
、

「
夷
館
」
匿
域
を
封
鎖

し
て
ネ
l
ピ
ア
の
退
去
を
求
め
、

七
月
二
十
九
日
に
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
を
停
止
し
た
。
こ
れ
に
射
し
て
ネ
l
ピ
ア
は
八
月
三
日
に
軍
艦
二
隻

カ
ン
ト
ン
堂
局
を
軟
化
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
ネ
l
ピ
ア
が
マ
カ
オ
に
退
去
し
た
の
で
、
八

を
呼
び
寄
せ
て
封
抗
し
た
が
、

月
二
十
七
日
に
貿
易
は
再
開
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
九
月
九
日
、

ネ
1
ピ
ア
は
失
意
の
う
ち
に
マ
ラ
リ
ア
で
病
死
し
た
。
以
上
が
、
ネ
l
ピ
ア
事



(
川
叩
〉

件
の
概
要
で
あ
る
。

ネ
l
ピ
ア
事
件
へ
の
針
躍
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
虚
坤
は
こ
の
問
、

洋
で
「
快
蟹
艇
」
一
隻
を
牟
捕
し
た
事
件
と
そ
の
後
の
調
査
朕
況
を
報
告
し
た
だ
け
で
、

日
の
上
誌
に
劃
す
る
正
式
な
覆
奏
は
結
局
、
ネ
l
ピ
ア
事
件
決
着
後
の
九
月
十
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
日
の
附
片
の

(口む

な
か
で
弛
禁
論
は
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
附
片
で
弛
禁
論
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
し
い
こ
と
は
省
略
す
る

(

臼

〉

が
、
同
日
の
上
奏
の
方
で
宜
坤
は
、
前
任
者
の
李
鴻
賓
と
同
様
に
、
全
憧
と
し
て
「
外
禁
」
貫
施
の
困
難
さ
を
強
調
し
、

(
臼
)

べ
き
こ
と
を
暗
に
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
附
片
で
か
れ
は
弛
禁
論
を
紹
介
す
る
が
、

(

印

〉

六
月
二
十
日
づ
け
の
上
奏
(
七
月
二
十
九
日
受
理
〉
で
、
同
年
三
月
に
零
丁

「
有
人
」
の
上
奏
を
受
け
て
下
さ
れ
た
五
月
二
十
二

「
内
禁
」
を
優
先
す

『夷
気
聞
記
』
の
前
掲
史
料
に
も
あ
っ
た
よ
う
に

(

民

)

か
れ
の
座
師
庇
元
が
か
つ
て
爾
贋
綿
督
だ
っ
た
道
光
二
年
に
行
っ
た
上
奏
と
同
様
に
、
「
暫
ら
く
鶏
腕
時
す
る
に
若
か

(

日

〉

ず
」
と
結
論
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
坤
の
上
奏
・
附
片
に
劃
す
る
十
月
一
一
一
日
の
上
識
は
、
こ
れ
も
『
夷
気
聞
記
』
の
前
掲
史
料
が
い
う
よ
う

に
、
紹
介
さ
れ
た
弛
禁
論
に
つ
い
て
は
何
も
言
及
せ
ず
、
零
丁
洋
に
お
け
る
ア
ヘ
ン
取
引
の
取
り
締
ま
り
、

正
式
に
奏
請
は
せ
ず
、

つ
ま
り
「
外
禁
」
を
直
坤
ら
に
巌
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命
し
た
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
の
弛
禁
論
は
、
道
光
十
一
年
十
二
月
に
李
鴻
賓
、
十
四
年
九
月
に
鹿
坤
と
、
二
人
の
雨
贋
穂

督
の
上
奏
の
な
か
で
紹
介
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
う
し
た
考
え
方
も
あ
る
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
に
止
ま
り
、
正
式
に
提
議
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
清
朝
中
橿
部
も
紹
介
さ
れ
た
弛
禁
論
を
敢
え
て
取
り
上
げ
よ
う
と
は
せ
ず
、
従
来
ど
お
り
「
外
禁
」
優
先
の
ア
ヘ

ン
禁
止
政
策
を
縫
績
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
弛
禁
論
が
正
式
に
清
朝
中
極
部
に
提
議
さ
れ
る
の
は
、
道
光
十
六
年
四
月
二
十
七
日
づ
け
の
太

常
寺
少
卿
許
乃
済
の
上
奏
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
弛
禁
論
は
ど
う
し
て
遁
光
十
六
年
四
月
と
い
う
時
貼
で
正
式
に
提
案
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
考
察
す
る
よ
う
に
、
そ
の
理
由

こ
の
よ
う
に
、

553 

が
ま
ず
第
一
に
、
弛
禁
論
を
提
案
し
よ
う
と
す
る
側
と
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
側
、
修
一
方
の
事
情
に
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
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し
同
時
に
、
弛
禁
論
が
正
式
に
提
案
で
き
る
よ
う
な
政
治
朕
況
、
直
坤
が
弛
禁
論
を
紹
介
し
た
遁
光
十
四
年
九
月
の
段
階
で
は
ま
だ
生
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
政
治
朕
況
が
、
道
光
十
六
年
四
月
の
段
階
に
は
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

日

〉

か
か
る
政
治
扶
況
の
後
化
は
道
光
十
五
年
に
叢
生
し
た
。
そ
れ
は
、
道
光
十
五
年
一
月
三
日
に
お
け
る
曹
振
鏑
の
死
か
ら
始
ま
る
。
士
山
田
振
鋪

(
安
徽
欽
燃
の
人
、
乾
隆
四
十
六
年
の
進
士
)
は
嘉
慶
期
以
来
、

大
事
土
を
勤
め
、
道
光
一帝の
即
位
と
同
時
に
軍
機
大
臣
に
任
命
さ
れ
、
以
後
、
道

(

幻

〉

光
一
帝
か
ら
最
も
信
頼
さ
れ
た
道
光
前
半
期
に
お
け
る
最
高
寅
力
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
れ
の
死
は
清
朝
中
極
部
に
お
け
る
擢
力
構
固

に
微
妙
な
嬰
化
を
生
じ
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
襲
化
の
な
か
で
嘗
面
、
最
も
関
係
す
る
の
が
、
中
央
政
界
に
お
い
て
庇
元
が
頭
角
を
現
し
て
い
く

こ
と
で
あ
っ
た
。

爾
贋
穂
督
時
代
の
庇
元
が
カ
ン
ト
ン
知
識
人
た
ち
を
結
集
し
た
こ
と
、
そ
の
な
か
に
「
再
害
」
の
作
者
呉
蘭
修
も
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
雲
貴
総
督
に
聴
任
し
て
い
た
庇
元
は
道
光
十
二
年
に
、
革
職
さ
れ
た
李
鴻
賓
の
後
任
と
し
て
協
掛
大

(

臼

)

撃
土
(
雲
阜
県
徳
督
に
留
任
の
ま
ま
〉
と
な
っ
て
い
た
が
、
曹
振
鋪
の
死
に
伴
う
大
撃
土
の
人
事
異
動
に
よ
っ
て
道
光
十
五
年
二
月
二
十
五
日
の
上

(
回
〉
誌
で
瞳
仁
聞
大
事
士
に
任
命
さ
れ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
金
安
清
『
水
箇
春
噛
』
巻
下
、

「
傾
軌
可
畏
」
の
傑
に

「
庇
文
達
も
亦
た
曹
の
喜
ぶ
所
と
漏
ら
ず
」
と
し
て
、
曹
振
鏑
が
道

光
一
帝
に
射
し
て
、
庇
元
(
文
逮
は
設
貌
〉
は
地
方
に
あ
っ
て
政
治
よ
り
も
事
聞
の
こ
と
ば
か
り
に
熱
を
あ
げ
て
い
る
と
非
難
し
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
雨
者
の
閲
係
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
嘗
振
舗
の
死
は
庇
元
に
と
っ
て
、
単
に
大
事
土
へ
の
遁
を
聞
い
た
だ
け

で
な
く
、
今
後
の
か
れ
の
政
治
活
動
に
と
っ
て
も
大
き
な
障
害
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

(

日

)

『
チ
ャ
イ
ニ
l
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
l
』
第
四
巻
第
二
披
(
西
暦
一
八
三
五
年
六
月
)
の
第
二
競
記
事
「
最
近
の
中
園
情
勢
」
は
、
玩
元
の
大
事

土
就
任
を
取
り
上
げ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
て
北
京
の
内
閣
に
非
常
に
恵
ま
れ
た
才
能
と
気
骨
を
備
え
た
大
翠
土
が
登
場
し
た
。
か
れ
〔
既
元
〕
は
か
つ
て
カ
ン
ト
ン
に
数
年

間
、
滞
在
し
、
寅
際
に
外
園
人
と
の
ご
た
ご
た
も
経
験
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
は
現
肢
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
、
中
園
雨
政
府
関
係
の
な
か



で
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

r、
，--， 

〕
内
は
筆
者
、
以
下
、
同
じ
〉

こ
の
よ
う
に
カ
ン
ト
ン
の
外
園
人
た
ち
は
、
清
朝
中
橿
部
に
お
い
て
今
後
、
欧
米
諸
固
と
の
問
題
に
つ
い
て
は
大
事
土
庇
元
の
護
言
力
が
強

ま
る
こ
と
を
議
想
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
弛
禁
上
奏
の
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
許
乃
済
も
、
買
は
早
く
か
ら
庇
元
と
面
識
が
あ
っ
た
。
許
乃
慣
は
嘉
慶
二
十
二
年
か
ら
二

十
三
年
に
か
け
て
カ
ン
ト
ン
の
名
門
書
院
、
再
秀
書
院
の
山
長
を
つ
と
め
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
嘗
時
の
雨
贋
綿
督
庇
元
の
招
き
に
麿
じ

(

臼

)

た
結
果
で
あ
っ
た
。
許
乃
済
(
幅
削
江
省
杭
州
府
仁
和
豚
出
身
)
と
玩
元
の
関
係
は
、
庇
元
が
新
江
巡
撫
と
し
て
杭
州
に
滞
在
し
て
い
た
時
期
(
嘉
慶

(

回

)

五
年
か
ら
十
年
、
十
二
年
か
ら
十
四
年
の
二
度
)
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、

カ
ン
ト
ン
内
外
の
弛
禁
論
者
に
と
っ
て
庇
元
の
大
翠
士
就
任
は
、
弛
禁
論
の
正
式
な
提
案
を
決
断
さ
せ
る
有
利

な
政
治
献
況
の
到
来
を
一
意
味
し
た
に
違
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
遁
光
十
六
年
四
月
に
許
乃
済
が
弛
禁
論
を
上
奏
し
た
際
、
弛
禁
上
奏
の
背
後

(
臼
〉

に
大
撃
土
庇
元
の
支
持
が
あ
る
と
カ
ン
ト
ン
の
外
園
人
た
ち
が
考
え
た
こ
と
は
極
め
て
自
然
で
あ
る
。

枯
藤
氏
)
の
存
在
で
あ
る
。

(
町
∞
〉

皇
后
に
加
立
さ
れ
た
。

弛
禁
論
の
正
式
提
案
に
と
っ
て
、
玩
元
の
中
央
政
界
で
の
撞
頭
と
と
も
に
有
利
な
政
治
朕
況
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
が
、

(
問
山
〉

す
で
に
遁
光
十
三
年
四
月
二
十
九
日
に
慎
皇
后
が
亡
く
な
っ
て
い
た
が
、
翌
十
四
年
十
月
十
八
日
、
全
皇
貴
妃
は

全
皇
后
(
銀
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の
ち
、
西
暦
一
八
四

O
年
二
月
十
三
日
に
全
皇
后
が
逝
去
す
る
と
、

イ
ギ
リ
ス
の
新
聞
『
タ
イ
ム
ズ
』
同
年
七
月
四
日
続
は
彼
女
に
閲
す
る

記
事
を
掲
載
し
、

彼
女
は
夫
〔
道
光
帯
〕
に
劃
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
。

の
絶
頂
に
あ
っ
た
彼
女
は
多
く
の
子
分
た
ち
を
地
方
に
涯
遣
し
て
高
い
官
職
に
つ
か
せ
た
。
:
:
:
許
乃
済
ら
も
彼
女
の
仲
聞
に
属
し
て
い
た
。
」

(

町

〉

と
書
い
て
い
る
。

「
一
八
三
五
か
ら
三
六
年
に
か
け
て

-・・得意
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残
念
な
が
ら
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
記
事
の
信
憲
性
を
検
誼
す
る
他
の
史
料
を
見
い
だ
し
え
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

大
事
士
庇
元
の
背
後
に
全
皇
后
が
控
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
弛
禁
論
者
に
と
っ
て
は
ま
す
ま
す
有
利
な
政
治
朕
況
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
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(

印

)

に
な
る
。
な
お
、
庇
元
は
道
光
十
五
年
十
月
一
日
の
上
誌
で
、
言
官
の
線
帥
た
る
都
察
院
左
都
御
史
の
兼
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

さ
て
、
弛
禁
論
の
正
式
提
案
に
有
利
な
政
治
紋
況
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
な
政
治
剣
断
が
、
弛
禁
論
が
上
奏
さ
れ
る
直

前
、
道
光
十
五
年
末
か
ら
翌
十
六
年
初
め
に
か
け
て
な
さ
れ
た
。

す
で
に
前
章一
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
道
光
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
「
内
禁
」
が
強
化
さ
れ
た
際
、
地
方
督
撫
は
毎
年
末
に
、
管
轄

省
内
に
お
け
る
嬰
粟
栽
培

・
ア
ヘ
ン
製
造
と
官
僚
の
ア
ヘ
ン
吸
飲
に
闘
す
る
調
査
結
果
を
上
奏
す
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結

果
、
道
光
十
一
年
末
以
来
、
地
方
督
撫
に
よ
る
年
末
の
報
告
上
奏
が
融
け
ら
れ
て
い
た
。
道
光
十
五
年
十
二
月
十
七
日
受
理
の
上
奏
で
湖
南
巡

撫
呉
築
光
は
、
湖
南
省
で
は
嬰
粟
栽
培

・
ア
ヘ
ン
製
造
も
官
僚
の
ア
ヘ
ン
吸
飲
も
な
い
と
報
告
し
た
が
、
こ
れ
に
劃
す
る
同
日
の
株
批
に
、

明
年
の
年
終
自
り
始
め
と
震
し
、
具
奏
を
庸
い
る
母
か
れ
。

(

的

)

と
あ
り
、
来
年
か
ら
は
も
う
報
告
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
命
じ
て
い
た
。

つ
い
で
、
官
僚
に
よ
る
ア
ヘ
ン
吸
飲
は
な
い
と
報
告
す
る
署
南
江
総

-116ー

督
林
則
徐
の
上
奏
に
劃
し
て
も
、
十
二
月
二
十
日
の
株
批
は
や
は
り
、

既
に
国
制
片
を
買
食
す
る
の
人
無
け
れ
ば
、
明
歳
自
り
始
め
と
魚
し
、
具
奏
を
庸
い
る
母
か
れ
。

(

m
山

)

と
同
様
に
命
じ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
そ
の
後
、
陸
績
と
し
て
報
告
さ
れ
て
く
る
地
方
督
撫
の
同
様
の
上
奏
に
劃
し
て
道
光
一
帝
は
、
今
後
は
も

(

九

〉

う
上
奏
し
な
く
て
よ
い
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。

思
う
に

「
外
禁
」
が
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
と
っ
て
自
分
た
ち
の
責
任
が
追
及
さ
れ
る
や
っ
か
い
な
政
策
だ
っ
た
よ
う
に
、

「
内
禁
」
は
全
園

の
官
僚
に
と
っ
て
同
様
に
や
っ
か
い
な
政
策
で
あ
円
た
。
特
に
遁
光
十
年
以
来
、

「
内
禁
」
が
強
化
さ
れ
、
と
り
わ
け
毎
年
末
に
省
内
の
嬰
莱

栽
培

・
ア
ヘ
ン
製
造
と
官
僚
の
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
調
査
結
果
を
上
奏
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
地
方
督
撫
に
と
っ
て
は
大
き
な
負

措
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
責
任
が
い
つ
追
及
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
不
安
の
種
で
も
あ
っ
た
。

た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、

今
後
は
上
奏
に
及
ば
ず
と
い
う
今
回
の
政
治
判
断
は
、
そ
う
し
た
地
方
督
撫
に
と
っ
て
は
不
安
を
一
患
に
解
消
す
る
、
ま
さ
に
朗
報
で
あ
司

か
か
る
政
治
剣
断
を
現
買
の
も
の
と
し
え
た
政
治
力
事
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
道
光
十
五
年
以
来
の
新
し
い



政
治
朕
況
の
所
産
と
考
え
ら
れ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
弛
禁
論
者
た
ち
の
限
に
は
そ
う
映
っ
た
に
違
い
な
い
。

こ
う
し
て
明
け
て
道
光
十
六
年
に
入
る
と
、
す
で
に
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、

(η
〉

一
般
民
間
人
に
よ
る
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
解
禁
を
求
め
る
上
奏
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

ま
ず
三
月
二
十
六
日
に
御
史
王
明
が
、
事
寅

(

泊

〉

つ
い
に
四
月
二
十
七
日
に
許
乃
済
に
よ
る
弛
禁
上
奏
が

上行
わ
れ
る
。

(

社

)

前
後
の
朕
況
を
見
る
と
、
直
前
の
四
月
二
十
一
日
に
は
科
奉
の
最
終
試
験
で
あ
る
殿
試
が
行
わ
れ
、
四
月
二
十
五
日
は
最
終
的
な
合
格
護
表

(

万

〉

で
あ
る
停
瞳
の
日
で
あ
っ
た
。
弛
禁
上
奏
は
そ
の
二
日
後
、
股
試
が
終
了
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
新
し
い
準
土
が
誕
生
し
た
ば

か
り
の
華
や
い
だ
雰
圏
気
の
な
か
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
刊
山
〉

許
乃
慣
の
弛
禁
上
奏
を
受
け
て
四
月
二
十
九
日
の
上
識
は
、
商
贋
綿
督
都
廷
禎
ら
に
そ
の
検
討
を
命
じ
た
。
部
廷
禎
(
江
蘇
江
寧
の
人
、
嘉
慶

(
相
川
〉

同
月
二
十
四
日
の
上
誌
で
雨
康
総
督
に
任
命
さ
れ
、
同
年

道
光
十
五
年
八
月
初
め
に
前
任
者
の
直
坤
が
死
去
し
た
た
め
、

〈

m
m
)

十
二
月
二
十
六
日
(
西
暦
一
八
三
六
年
二
月
十
二
日
〉
に
着
任
し
て
い
た
。

六
年
の
進
士
)
は
、

〈

m
m
)

弛
禁
上
奏
の
倹
討
を
命
ず
る
上
識
は
道
光
十
六
年
五
月
十
九
日
に
郵
廷
禎
の
も
と
に
届
い
た
。
か
れ
は
磨
海
開
監
督
文
鮮
を
通
じ
て
行
商
に

(
m
w〉

(
m
U
〉

弛
禁
策
の
検
討
を
行
わ
せ
る
と
同
時
に
、
贋
東
布
政
使
阿
勤
清
阿
、
慶
東
按
察
使
王
青
蓮
に
も
協
議
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は

〈

位

〉

そ
う
し
た
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
七
月
二
十
七
日
に
郵
廷
禎
ら
は
、
施
行
細
則
を
附
し
て
弛
禁
に
賛
成
す
る
上
奏
を
行

-117ー

衣
節
で
言
及
す
る
が
、

う
こ
と
に
な
る
c

許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
へ
の
郵
廷
禎
ら
カ
ン
ト
ン
官
僚
の
劃
臆
は
極
め
て
敏
速
か
つ
周
到
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

六
月
二
十
四
日
に
は
行
商
が
外
圏
一
商
人
に
劃
し
て
、
あ
た
か
も
弛
禁
が
決
定
済
み
か
の
よ
う
に
ア
へ
ン
貿
易
合
法
化
後
の
措
置
に
つ
い
て
読

〈
部
)

(

U

M

)

明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
郵
廷
禎
ら
の
賛
成
上
奏
は
寄
海
開
監
督
・
行
一
商
を
通
じ
て
外
園
一
商
人
に
も
停
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
弛
禁
上
奏
、

そ
れ
に
劃
す
る
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
よ
る
検
討
と
い
う
一
連
の
動
き
に
劃
し
て
、
カ
ン
ト
ン
の
外
園
側
の
反
麿
は
と
い
え
ば
、
嘗
時
の
イ
ギ
リ
ス

557 

貿
易
監
督
官
エ
リ
オ
ヅ
ト
(
の
F
回
己
巾
印
刷

-
-
5
C
も
、
『
チ
ャ
イ
ニ

l
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
l
』
や
『
カ
ン
ト
ン
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』
な
ど
の
英
字

(

お

)

の
新
聞
・
雑
誌
の
論
調
も
嘗
初
は
、
弛
禁
は
実
現
す
る
だ
ろ
う
と
観
測
し
て
い
た
。



558 

こ
う
し
た
弛
禁
上
奏
の
前
後
の
吠
況
を
虚
心
に
眺
め
る
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
弛
禁
上
奏
者
許
乃
済
(
あ
る
い
は
か
れ
を
含
む
北
京
の
弛
禁
論

者
た
ち
)
と
郵
廷
禎
ら
カ
ン
ト
ン
官
僚
は
上
奏
に
先
立
っ
て
充
分
に
連
絡
・
協
議
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

に
考
え
た
よ
う
に
、
弛
禁
論
が
正
式
に
上
奏
さ
れ
、

そ
し
て

エ
リ
オ
ッ
ト
も
同
様

し
か
も
そ
の
検
討
が
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

上
奏
嘗

時
、
北
京

・カ

ン
ト
ン
の
弛
禁
論
者
た
ち
が
勝
算
あ
り
と
考
え
、

ま
た
、
少
な
く
と
も
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
検
討
が
命
じ
ら
れ
た
時
貼
ま
で
は
、

清
朝
中
橿
部
を
弛
禁
論
の
受
け
入
れ
に
傾
か
せ
て
い
た
よ
う
な
政
治
状
況
が
あ
っ
た
と
見
て
、
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
政
治
献

況
を
解
明
す
る
た
め
に
も
、
次
節
で
は
弛
禁
論
の
本
質
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

一
一
〉

弛
禁
論
の
本
質

既
述
の
よ
う
に
、
許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
は
、
ア

ヘ
ン
貿
易
の
物
々
・
交
換
方
式
に
よ
る
合
法
化
、

化
、
中
園
圏
内
に
お
け
る
嬰
粟
栽
培
・
ア
ヘ
ン
製
造
の
合
法
化
を
提
議
し
た
が
、
以
下
で
は
、
弛
禁
論
の
中
援
を
な
す
ア
ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化

に
焦
貼
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
。

一
般
民
間
人
に
よ
る
ア

ヘ
ン
吸
飲
の
合
法

-118ー

ま
ず
、

ア
ヘ
ン
貿
易
が
合
法
化
さ
れ
た
場
合

呉
蘭
修
の
「
再
筈
」
で
は
「
茶
葉
と
免
換
」
、

許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
で
は

「只
だ
貨
を
以
て

で
も
物
々
交
換
方
式
に
よ
る
職
入
し
か
認
め
て
い
な
か
っ
た
。

そ
う
す
る
こ
と
で
銀
の
圏
外
流
出
を
防
止
し
、

弛
禁
論
は
ア

ヘ
ン
の
銀
に
よ
る
購
入
を
認
め
ず
、

危
機
に
瀕
し
て
い
た
中
園
経

あ
く
ま

貨
と
易
え
る
を
准
し」、

ま
た
「
銀
を
用
て
購
買
す
る
を
得
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、

済
・
清
朝
財
政
を
再
建
す
る
こ
と
を
弛
禁
論
は
主
張
し
て
い
た
。
で
は
、
そ
う
し
た
主
張
こ
そ
が
弛
禁
論
の
本
質
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
皮
相
な
理
解
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
む
し
ろ
、
ア

ヘ
ン
貿
易
合
法
化
の
具
瞳
的
な
計
劃
内
容
に
こ
そ
あ
る
。

さ
て

「
現
害
」
で
は
「
洋
行
に
交
付
し
」
、

ま
た
弛
禁
上
奏
で
も
「
行
に
交
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

合
法
化
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
は
行
一商
が
取

上
で
、
り
扱
う
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
都
廷
禎
ら
の
賛
成
上
奏
も
同
様
に
、

さ
ら
に
提
案
す
る
施
行
細
則
で
あ
る
「
章
一
程
九
篠
」
の
第
一
僚
に
お
い
て
、

「
別
項
の
据
羽
等
の
貨
と
同
に

一
瞳
に
洋
行
に
交
輿
し
」
と
し
た

ア
ヘ
ン
稔
入
に
伴
う
納
税
や
銀
流
出
の
防
止
も
従
来
、通



り

〈

お

)

「
保
商
」
と
し
て
の
行
商
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
提
案
は
、
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
乏
し
い
自
己
資
本
、
東
イ
ン
ド
舎
祉
に
よ
る
茶
の
職
出
代
金
の
前
排
い
の

消
滅
、

「洋
貨
庖
」

(
「
鋪
戸
」
〉
の
外
園
貿
易
へ
の
進
出
、
加
え
て
遁
光
十
年
代
前
半
に
お
け
る
江
南
の
災
害
に
起
因
す
る
経
済
不
況
な
ど
に

よ
っ
て
疲
弊
し
、
し
か
も
非
合
法
品
で
あ
る
ア
ヘ
ン
を
少
な
く
と
も
公
然
と
は
扱
え
な
か
っ
た
行
商
に
と
っ
て
は
、
起
死
回
生
の
計
劃
案
で
あ

(
m
む
っ
た
。
ま
た
、
行
一
商
一
は
特
に
摘
職
を
遁
し
て
カ
ン
ト
ン
官
僚
と
、
ま
た
書
院
へ
の
経
済
的
援
助
な
ど
を
通
し
て
カ
ン
ト
ン
の
知
識
人
た
ち
、
と

(

部

)

り
わ
け
庇
元
に
よ
っ
て
結
集
さ
れ
た
「
事
海
堂
グ
ル
ー
プ
」
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
行
一
商
の
利
盆
を
弛
禁
論
が
代
癖
し
て
い

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

決
に
、
弛
禁
論
と
カ
ン
ト
ン
官
僚
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
既
述
の
よ
う
に
、
南
贋
綿
督
の
李
鴻
賓
、
直
坤
は
上
奏
の
な
か
で
弛

禁
論
を
紹
介
し
、
郵
廷
禎
は
弛
禁
上
奏
に
積
極
的
に
賛
成
し
た
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
従
来
の
研
究
は
、
行
一
商
や
「
撃
海
堂
グ
ル
ー
プ
」
の
利
盆

(

的

〉

を
カ
ン
ト
ン
官
僚
が
代
捧
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
指
摘
そ
の
も
の
に
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
カ
ン
ト
ン
官
僚
は
か

れ
ら
の
利
盆
を
代
捧
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
は
よ
り
積
極
的
な
動
機
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

-119ー

そ
う
し
た
疑
問
に
関
連
し
て
ま
ず
第
一
に
検
討
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
優
先
さ
れ
た
「
外
禁
」
政
策
の
下
、
特
に
ア
ヘ
ン
取
引
の
「
零

丁
洋
時
期
」
に
入

っ
て
責
任
を
強
く
問
わ
れ
て
い
た
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
と

っ
て
、
弛
禁
は
一
一
挙
に
そ
う
し
た
責
任
か
ら
解
放
さ
せ
て
く
れ
る
措

置
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
弛
禁
は
か
れ
ら
に
と
っ
て
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
責
任
の
問

題
に
つ
い
て
、

李
鴻
賓
以
来
の
歴
代
の
雨
贋
総
督
は
異
口
同
音
に
「
外
禁
」
困
難

・
「
内
禁
」
優
先
を
提
唱
し
、

弛
禁
論
に
つ
い
て
は
せ
い
ぜ

い
そ
れ
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
責
任
問
題
の
解
消
の
た
め
だ
け
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
主
た
る
動
機
と
し
て
カ
ン
ト
ン
官
僚
が
弛
禁

論
の
正
式
提
案

・
賛
成
に
踏
み
切
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。

次
に
、
カ
ン
ト
ン
官
僚
た
ち
は
ア
ヘ
ン
密
貿
易
の
受
盆
者
で
あ
り
、
弛
禁
論
は
そ
う
し
た
現
紋
を
保
護
す
る
方
法
論
で
あ
っ
た
と
い
う
先
行

〈

ω〉

研
究
の
指
摘
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
嘗
時
の
外
園
側
史
料
が
一
様
に
強
調
し
、
ま
た
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
ン
官
僚
-

559 
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m
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兵
丁
は
賄
賂
を
取
っ
て
ア
ヘ
ン
の
密
検
を
黙
認
し
て
い
た
。
弛
禁
論
は
そ
う
し
た
現
肢
を
保
誼
す
る
性
格
の
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と

を
検
討
す
る
に
は
、
提
案
さ
れ
た
合
法
化
に
伴
う
課
税
額
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
呉
蘭
修
の
「
酒
害
」
に
、

査
す
る
に
、
海
闘
蓄
例
、
襲
材
の
款
下
、
鶏
片
は
百
斤
毎
に
銀
三
雨
を
税
し
、
又
た
分
頭
銀
は
二
一
間
四
銭
五
分
な
り
。
嗣
後
、
請
う
ら
く

は
外
夷
に
簡
し
、
蓄
に
照
ら
し
て
税
を
納
め
、
洋
行
に
交
付
し
、
茶
葉
と
党
換
せ
し
め
ん
こ
と
を
。

と
あ
り
、
合
法
化
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
に
劃
し
て
は
、
再
海
闘
の
「
奮
例
」
通
り
、

百
斤
ハ
一
籍
、
約
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
〉
ご
と
に
正
税
と
し
て
銀
三

雨
、
附
加
税
と
し
て
分
頭
銀
二
雨
四
銭
五
分
、
合
計
銀
五
南
四
銭
五
分
の
課
税
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
呉
蘭
修
の
「
寓
害
」
に
基
づ

く
許
乃
演
の
弛
禁
上
奏
で
も
同
様
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
都
廷
禎
ら
の
賛
成
上
奏
が
提
案
す
る
施
行
細
則
の
第
五
僚
で
は
、

同
じ
く
「
寄
海
開
則
例
」
に
よ
る
と
さ
れ
な
が
ら
、

百
斤
ご
と
に
正
税
銀
三
雨
、
火
耗
銀
三
銭
、
携
頭

・
分
頭
銀
八

な
ぜ
か
数
字
が
遣
っ
て
、

(

m
出

)

分
六
麓
、
合
計
銀
三
雨
三
銭
八
分
六
麓
の
-
課
税
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

き
て
、
提
案
さ
れ
た
課
税
額
は
南
者
で
若
干
異
な
る
が
、
多
い
方
を
と
っ
て
も
銀
五
雨
四
銭
五
分
で
あ
る
。
こ
の
数
字
に
つ
い
て
、
許
乃
済

-120-

も
弛
禁
上
奏
の
な
か
で
「
夷
人
の
納
税
の
費
は
、
行
賄
よ
り
軽
け
れ
ば
、
彼
れ
に
在
り
て
も
亦
た
必
ず
繁
従
せ
ん
」
と
言
い
、
提
案
さ
れ
た
課

税
額
は
黙
認
料
と
し
て
支
排
わ
れ
て
い
た
賄
賂
の
額
よ
り
も
少
な
い
か
ら
、
外
園
人
も
喜
ん
で
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
監
督
官
エ
リ
オ
ッ
ト
も
嘗
時
、

「
現
在
、
中
園
側
の
密
職
業
者
が
零
丁
洋
に
最
も
近
い
場
所
か
ら
ア
ヘ
ン
を
陸
上
げ
し
よ
う
と
し
て
も
、
最
低
で
も
四
十
ド
ル

許
乃
慣
が
提
案
し
た
課
税
額
は
約
七
ド
ル

に
あ
た
る
と
し
た
上
で
、

〔
の
賄
賂
〕
が

走
る

と
t土
な
し、

だ
ろ
う
しー

と
議
想
し「
ても
い(し
る93
。〉提

案
さ
れ
た
課
税
額
ヵ、
順
守
さ
れ
れ
t主

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

た
と
え
そ
れ
に
附
加
税
が
つ
い
た
と
し
て
も
密
織
に

(
川
出
〉

こ
の
よ
う
に
、
提
案
さ
れ
た
ア
へ
ン
の
課
税
額
は
嘗
時
、
黙
認
料
と
し
て
支
排
わ
れ
て
い
た
賄
賂
の
額
を
は
る
か
に
下
回
っ
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
、
質
際
に
運
営
さ
れ
る
際
に
は
多
額
の
附
加
税
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
嘗
然
環
想
さ
れ
る
に
し
て
も
、
す
く
な
く
と
も
提
案
さ
れ
た
計
劃
内

容
そ
の
も
の
は
、
カ
ン
ト
ソ
官
僚
た
ち
が
ア
ヘ
ン
密
貿
易
か
ら
受
け
て
い
た
利
盆
を
確
保
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
合
法
化
は
そ



う
し
た
現
肢
が
打
破
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
官
僚
が
ア
ヘ
ン
密
貿
易
の
受
盆
者
で
あ
る
と
い
う
現
朕

(
M
m
〉

を
保
護
す
る
方
法
論
で
あ
る
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
は
安
嘗
と
は
言
え
な
い
。
合
法
化
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
は
行
商
が
取
り
扱
う
と
い
う
前
述
し

た
提
案
も
含
め
て
、
弛
禁
論
に
は
む
し
ろ
現
朕
打
破
的
な
性
格
が
強
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

カ
ン
ト
ン
官
僚
は
い
か
な
る
動
機
か
ら
弛
禁
論
に
積
極
的
に
賛
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、

カ
ン
ト
ン
睦
制

の
再
建
の
た
め
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

カ
ン
ト
ン
瞳
制
は
欧
米
人
〈
諸
園
〉
に
劃
す
る
清
朝
の
基
本
姿
勢
で
あ

こ
の
カ
ン
ト
ン
瞳
制
が
遁
光
期
に
入
る
と
徐
々

し
か
し
、

り
、
同
時
に
そ
れ
は
カ
ン
ト
ン
に
と
っ
て
確
保
す
べ
き
最
大
の
利
盆
で
あ
っ
た
。

に
、
そ
し
て
遁
光
十
年
代
に
大
き
く
崩
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
道
光
元
年
以
来
の
い
わ
ゆ
る
零
丁
洋
時
期
に
お
い
て
、

ア
へ
ン
の
密
聡
が
零
丁
洋
に
停
泊
す
る
「
彊
船
」
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
す
で

に
見
た
が
、
衣
第
に
ア
へ
ン
以
外
の
合
法
品
も
零
丁
洋
上
で
密
稔
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
も
行
一
一
商
の
疲
弊
、
血
勺
海
闘
の

(
m
m
)
 

税
牧
減
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。

(
巾
別
〉

ネ

I
ピ
ア
事
件
後
、
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
雨
贋
糟
督
宜
坤
は
道
光
十
五
年
一
月
二
十
八
日
の
上
奏
で
新
し
い
外
園
人
取
り
締
ま
り
規
則
で

あ
る
「
防
範
夷
人
章
程
」
全
八
僚
を
提
案
し
て
裁
可
さ
れ
た
が
、
そ
の
第
八
僚
に
、

-121ー

夷
船
、
洋
に
在
り
て
私
か
に
税
貨
を
買
え
ば
、
麿
に
水
師
に
責
成
し
て
査
径
十
せ
し
め
、
並
び
に
沿
海
の
各
省
に
苔
し
て
稽
査
せ
し
む
べ
き

な
り
。
・
:
:
・
特
だ
に
鶏
片
を
葺
買
す
る
の
み
な
ら
ず
、
並
び
に
恐
る
ら
く
は
洋
貨
を
私
錯
せ
ん
。

洋
上
で
の
外
園
船
に
よ
る
密
職
出
入
を
指
摘
し
た
上
で
、

と
あ
り
、

そ
の
取
り
締
ま
り
強
化
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
績
け
て
、

徒
、
海
船
に
坐
駕
し
、
外
洋
に
在
り
て
夷
人
と
私
か
に
相
い
買
買
し
、
貨
物
は
即
ち
海
道
従
り
運
回
す
」
と
、
慶
東
省
以
北
か
ら
中
園
船
が
カ

「
各
省
の
好

ン
ト
ン
に
来
航
し
て
洋
上
で
密
験
し
て
い
る
現
吠
を
説
明
し
た
上
で
、

何
省
の
海
船
か
を
論
ず
る
無
く
、
洋
貨
を
置
買
す
れ
ば
、

貨
の
数
目
を
註
し
、
私
買
を
准
さ
ず
。

一
律
に
寄
海
大
闘
に
赴
き
、
蓋
印
の
執
照
を
用
い
ん
こ
と
を
請
い
、
詳
か
に
洋
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と
あ
り
、
贋
東
省
以
北
か
ら
カ
ン
ト
ン
に
来
航
し
て
外
園
製
品
を
購
入
・
運
迭
す
る
中
園
船
は
、

詮
を
得
て
、
そ
の
管
理
下
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

鼠
つ
海
閥
か
ら
「
執
照
」

つ
ま
り
営
業
許
可

こ
の
よ
う
に
、
合
法
品
が
零
丁
洋
で
、

し
か
も
贋
東
省
以
北
の
中
園
船
も
閥
興
す
る
形
で
密
聡
出
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
欧
米
諸
園
と
の

貿
易
を
カ
ン
ト
ン
一
港
に
限
定
し
た
上
で
、
最
も
直
接
的
に
は
そ
れ
を
毎
海
闘
で
管
理
す
る
と
い
う
カ
ン
ト
ン
鰻
制
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
物
語

っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
再
建
を
「
防
範
夷
人
章
一
程
」
第
八
僚
の
規
定
は
意
圃
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
の
は
、

カ
ン
ト
ン
瞳
制
下
の
合
法
貿
易
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
寅
は
ア
ヘ
ン
密
貿
易
も
カ
ン
ト
ン

睦
制
の
枠
内
か
ら
逸
脱
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
カ
ン
ト
ン
瞳
制
を
基
本
姿
勢
と
す
る
清
朝
は
ア
ヘ
ン
と
い
う
モ
ノ
を
管

理
H
禁
止
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
外
禁
」
政
策
を
優
先
し
て
ア
ヘ
ン
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
が
、
現
寅
に
は
カ
ン
ト
ン
官
僚
・
兵
丁
が

賄
賂
を
取
っ
て
黙
認
し
た
結
果
、

し
か
し
、
そ
う
し
た
ア
ヘ
ン
密
貿
易
の
貫
態
は
零
丁
洋
時
期
の
到
来
と
と
も
に
大
き
く
鑓
化
し
始
め
る
。
す
な
わ
ち
、
零
丁
洋
の
「
聾
船
」

ア
ヘ
ン
の
密
較
は
あ
た
か
も
合
法
貿
易
か
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
。

。tu
のム唱よ

を
基
地
と
し
つ
つ
、
外
園
の
ア
ヘ
ン
船
が
カ
ン
ト
ン
か
ら
北
上
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
道
光
の
初
め
(
一
八
二

0
年
代
〉
か
ら
ア
ヘ
ン
船

の
北
上
は
始
ま
っ
て
い
た
が
、
本
格
的
に
は
ジ
ャ

l
デ
ィ
ン

・
マ
セ
ス
ン
一
商
舎

(
T
E
E
m
-
Z巳
r
g
oロ
色
町
の
0
5宮
ロ
u
U
の
シ
ル
フ

(
ω
u
L
Z〉

競
が
北
上
し
た
道
光
十
二
(
一
八
三
二
〉
年
以
来
、
活
濯
化
す
る
。
ア
ヘ
ン
船
は
一
幅
建
、
新
江
、
江
蘇
、
山
東
、
直
隷
各
省
の
沿
海
部
か
ら
、

さ
ら
に
は
遼
東
の
沿
岸
に
も
姿
を
現
し
、
行
く
先
々
で
ア
ヘ
ン
を
密
験
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
の
清
朝
官
憲
も
カ
ン
ト
ン
官
僚
と
同
様
に
賄
賂

〈

m
m
)

を
取
っ
て
ア
ヘ
ン
の
密
聡
を
黙
認
し
て
い
た
。

ア
ヘ
ン
は
中
園
船
に
よ
っ
て
も
カ
ン
ト
ン
以
北
へ
運
ば
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、

以
北
か
ら
大
量
に
流
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
の
ち
道
光
十
七
、
十
八
年
に
は
、

(
的
〉

か
、
む
し
ろ
上
回
る
と
ま
で
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
女
に
見
る
よ
う
に
、

ア
ヘ
ン
は
衣
第
に
カ
ン
ト
ン

カ
ン
ト
ン
以
北
の
流
入
量
が
カ
ン
ト
ン
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
弛
禁
論
は
、

カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
枠
外
に
逸
脱
し
つ
つ
あ
司
た
ア
ヘ
ン
密
貿
易
を
合
法
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ



呉
蘭
修
の
「
耳
害
」
、

法
化
さ
れ
る
ア
ヘ
ン
は
嘗
然
な
が
ら
カ
ン
ト
ン
一
港
で
職
入
さ
れ
て
磨
海
闘
に
納
税
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
郵
廷
禎
ら
の
賛
成
上
奏
中

ン
ト
ン
腫
制
内
に
呼
び
戻
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
、
郵
廷
禎
ら
の
賛
成
上
奏
は
い
ず
れ
も
、
ム
ロ

の
施
行
細
則
第
七
僚
に
は
、

内
地
各
省
の
海
船
、
鴻
片
を
運
錯
す
れ
ば
、
躍
に
磨
海
開
由
り
執
照
を
印
給
す
べ
き
な
り
。

と
あ
り
、
前
述
し
た
合
法
的
職
入
品
の
海
上
職
、迭
に
闘
す
る
道
光
十
四
年
の
「
防
範
夷
人
章
程
」
第
八
僚
の
規
定
を
準
用
し
て
、
合
法
化
さ
れ

た
ア
ヘ
ン
を
カ
ン
ト
ン
か
ら
北
方
へ
海
上
職
遣
す
る
贋
東
省
以
外
の
中
園
船
も
、
風
つ
海
開
か
ら
営
業
許
可
謹
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

(

川

)

提
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、
ア
ヘ
ン
貿
易
を
出
来
る
限
り
カ
ン
ト
ン
瞳
制
下
で
管
理
し
よ
う
と
す
る
カ
ン
ト
ン
官
僚
の
強
い
姿
勢
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
の
「
外
禁
」
が
カ
ン
ト
ン
瞳
制
に
よ
る
管
理
H
禁
止
だ
ア
た
の
に
劃
し
て
、
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
瞳
制
に
よ
る

管
理
H
合
法
化
を
企
画
し
た
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

ら
得
て
い
た
利
盆
が
減
る
こ
と
は
費
悟
の
上
で
ア
ヘ
ン
を
合
法
化
す
る
し
か
な
い
。
そ
れ
こ
そ
は
、

H
弛
禁
論
に
賛
成
し
た
最
大
の
動
機
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

カ
ン
ト
ン
官
僚
が
ア

ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化

-123-

カ
ン
ト
ン
瞳
制
か
ら
大
き
く
逸
脱
し
つ
つ
あ
る
ア
ヘ
ン
密
貿
易
を
カ
ン
ト
ン
鐙
制
内
に
呼
び
戻
す
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
ア
ヘ
ン
密
貿
易
か

そ
し
て
、
前
述
し
た
、
合
法
化
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
は
行
商
が
取
り
扱
う
と
い
う
提
案
を
も
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
弛
禁
論
が
尉
壊
し
つ
つ
あ
っ
た

カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
再
建
を
企
画
し
た
こ
と
は
ま
す
ま
す
明
確
に
な
る
。
先
行
研
究
で
は
弛
禁
論
の
本
質
を
、
た
と
え
ば
「
封
建
統
治
階
級
の
利

(

川

)

〈

川

出

)

(

川

)

盆
を
代
表
す
る
」
も
の
と
か
、
「
地
主
階
級
の
経
世
涯
な
い
し
開
明
涯
」
の
思
想
と
か
、
「
一商
業
資
本
的
理
論
」
と
い
う
よ
う
に
階
級
・
階
層

的
観
酷
か
ら
理
解
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
し
か
し
、
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
瞳
制
、
つ
ま
り
欧
米
諸
園
と
の
貿
易
を
カ
ン
ト
ン
が
濁
占
す

る
瞳
制
の
再
建
を
本
質
的
に
目
指
し
て
お
り
、
そ
こ
に
こ
そ
カ
ン
ト
ン
の
官
僚
、
行
商
、
「
事
海
堂
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
る
知
識
人
、
そ
れ

ら
三
者
の
利
害
は
一
致
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
筆
者
は
カ
ン
ト
ン
と
い
う
地
域
社
舎
の
論
理
を
よ
り
重
視
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
、
弛
禁
論
を
カ
ン
ト
ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
呼
ぶ
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
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以
上
、
弛
禁
論
を
提
案
し
た
側
の
動
機
か
ら
弛
禁
論
の
本
質
を
考
察
し
て
き
た
が
、
最
後
に
、
そ
う
し
た
提
案
を
一
時
的
に
も
受
け
入
れ
よ

う
と
し
た
清
朝
中
橿
部
の
動
機
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

カ
ン
ト
ン
瞳
制
は
欧
米
諸
園
に
射
す
る
清
朝
の
基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
か
ら
、
弛
禁
論
が
目
的
と
し
た
カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
再
建
そ
の
も
の
は
、

清
朝
中
橿
部
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
手
段
と
し
て
の
弛
禁
に
つ
い
て
は
、
清
朝
中
極
部
に
は
強
い
抵
抗
が
あ

ア
ヘ
ン
に
劃
し
て
は
、
遠
く
薙
正
期
に
最
初
の
禁
令
が
護
せ
ら
れ
、
本
格
的
に
は
嘉
慶
初
期
以
来
、

(

山

)

商
政
策
で
一
貫
し
て
禁
止
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、
現
買
に
そ
う
し
た
勢
力
に
よ
っ
て
弛
禁
論
は
葬
り
去
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
が
、
弛
禁
論
に
反
劃
す
る
勢
力
も
決
し
て
弱
く
は
な
か
っ
た
こ
と
を
清
朝
中
枢
部
が
知
ら
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
。
従
来
か
ら
の
禁
止

司
た
は
ず
で
あ
る
。

「
外
禁
」

「
内
禁
」

政
策
を
一
八

O
度
轄
換
し
て
弛
禁
論
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
清
朝
中
橿
部
に
は
、
な
に
か
特
別
な
動
機
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
貼
に
つ
い
て
、
嘗
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
監
督
官
エ
リ
オ
ッ
ト
が
興
味
深
い
剣
断
を
示
し
て
い
る
。
か
れ
は
道
光
十
六
年
六
月
十
四
日

(

川

〉

(
西
暦
一
八
三
六
年
七
月
二
十
七
日
〉
づ
け
の
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
あ
て
の
報
告
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
の
考
え
で
は
、
今
回
の
印
象
的
な
提
議
〔
弛
禁
上
奏
〕
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
、
零
丁
洋
や
〔
カ
ン
ト
ン
以
北
の
〕
海
岸
に
お
け
る
〔
ア

-124一

ヘ
ン
〕
貿
易
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
昨
年
に
奉
行
さ
れ
た
茶
の
産
地
〔
の
近
く
〕

へ
の
航
海
や
海
岸
地
方
に
お
け
る
〔
キ
リ
ス
ト
教

の
〕
俸
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
あ
る
。
:
:
:
こ
れ
ま
で
の
経
緯
か
ら
見
て
、
今
回
の
襲
化
の
主
要
な
原
因
が
ア
へ
ン
に
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
直
接
的
な
原
因
は
停
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
あ
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

ア
ヘ
ン
船
の

〔
カ
ン
ト
ン
以

北
の
〕
海
岸
へ
の
到
来
に
つ
い
て
は
清
朝
の
宮
廷
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
関
心
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
俸
道
パ
ン
フ
レ

γ
ト
に
は
非

常
な
警
戒
心
を
示
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
弛
禁
上
奏
の
直
接
的
な
原
因
は
、
北
上
し
た
外
園
船
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
惇
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
で
あ
る
と
エ
リ
オ
ッ

(

川

〉

か
れ
は
同
年
十
二
月
二
十
七
日
(
西
暦
一
八
三
七
年
二
月
二
日
)
づ
け
の
パ
l
マ
ス
ト
ン
外
相
あ
て
の
報
告
で
も

ト
は
断
言
し
て
い
る
。

ま
た
、

同
様
の
剣
断
を
繰
り
返
し
て
、



一
八
三
五
年
、

一
八
三
六
年
に
宣
教
師
が
中
園
語
で
書
か
れ
た
停
道
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
も
っ
て

〔
カ
ン
ト
ン
以
北
の
〕
海
岸
地
方
を
訪
れ

た
こ
と
も
〔
清
朝
〕
宮
廷
を
警
戒
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
多
く
の
場
合
、
そ
う
で
は
な
い
の
だ
が
、
宮

廷
は
嘗
然
の
こ
と
と
し
て
宣
教
師
の
出
現
を
ア
ヘ
ン
船
の
到
来
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
。

と
述
べ
て
い
る
。

北
上
し
た
外
園
船
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
の
前
例
と
し
て
、
一
八
三
二
(
道
光
十
二
〉
年
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
舎
祉
船
ロ

l
ド
・
ア
マ

ー
ス
ト

(
F
o
E
〉
B
Z
Z
C
競
ハ
船
長
リ
l
ス
H
N
8
6
に
舎
社
員
リ
ン
ゼ
イ
(
国
・
出
回
B
E
oロ
ピ
口
伝
ミ
〉
と
宣
教
師
カ

l
ル
・
ギ
ュ
ツ
ラ
フ

(
穴
回
ユ
の
ロ
丹
江
丘
町
)
の
二
人
が
乗
り
込
ん
で
北
上
し
た
際
、
『
英
吉
利
人
品
園
事
略
説
』
(
〉
切
丘
四
町
目
〉
2
0ロ
ロ
件
。
同
仔
巾
関
口
色
町
『
の

E
H
R
R
H〉

(

川

)

と
い
う
中
園
語
書
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
の
報
告
で
エ
リ
オ

ッ
ト
が
指
摘
す
る
宣
教
師
の
北
上
・
惇
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
と
は
、

ま
ず
遁
光
十
五
年
三
月
十
七
日
に
始
ま
る

ガ
ヴ
ァ
ナ
l
・
フ
ィ
ン
ド
レ
ー
(
の
0
4
日
目
。
同
町
百
円
口
ミ
)
披
(
船
長
マ

ッ
ケ
イ
沼
会
ミ
)
の
一
隅
州
へ
の
航
海
の
こ
と
で
あ
り
、

(

川

〉

(
何
仏
当
日
ロ

ω
Z
4
8凹)
、
前
出
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
の
二
人
の
宣
教
師
が
乗
り
込
ん
で
い
た
。

同
船
に
は
エ
ド

-125ー

ウ
ィ
ン
・
ス
テ
ィ

1
ヴ
ン
ス

ヒ
ュ

l
ロ
ン
(
E
C
H
O
D
)

耽
(
船
長
ウ
ィ
ン
ザ
1
4
5
p
g
H〉
が
北
上
を
開
始
し
て
山
東
牢
島
ま
で
航
海
し
た
。

(

則

〉

こ
の
船
に
は
前
出
の
ス
テ
ィ
l
ヴ
ン
ス
と
メ
ド
ハ
l
ス
ト
(
巧

E
E
S
Z包
E
B
C
が
搭
乗
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

〈

川

〉

園
語
の
停
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
数
種
類
を
持
参
し
て
、
寄
港
地
で
配
布
し
た
の
で
あ
る
。

つ
い
で
同
年
七
月
三
日
に
は

か
れ
ら
は
い
ず
れ
も
中

塗
官
」
こ
う
し
た
活
動
は
蛍
然
の
こ
と
な
が
ら
寄
港
地
を
管
轄
す
る
地
方
大
官
に
よ
っ
て
逐
一
、
報
告
さ
れ
、
宣
教
師
に
よ
っ
て
配
布
さ
れ
た
「
夷

(

川

)

(
俸
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
が
道
光
帯
の
も
と
に
届
け
ら
れ
て
も
い
た
。

エ
リ
オ
ッ
ト
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
清
朝
中
橿
部
は
「
夷
書
」
の

(

山

)

「
夷
書
」
を
見
た
道
光
一
一帝
は
道
光
十
五
年
六
月
一
日
の
上
誌
で
、

一
該
圏
、
男
東
に
在
り
て
貿
易
・
来
往
す
れ
ば
、
必
ず
内
地
の
好
民
、
遁
同
勾
引
し
、
刊
刻
し
て
俸
播
す
る
こ
と
有
ら
ん
。

「
夷
書
」
の
印
刷
・
出
版
に
中
園
人
が
闘
興
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、

「
殊
に
悪
む
可
き
に
属
す
」
と
し

配
布
に
非
常
に
神
経
を
と
が
ら
せ
た
。
た
と
え
ば
、

565 

と
号=ト
百

L、
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て
「
夷
書
」
印
刷
・
出
版
に
関
す
る
調
査
を
厳
命
し
て
い
る
。

清
朝
側
が
停
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
に
異
常
な
ま
で
の
警
戒
心
を
募
ら
せ
た
理
由
に
つ
い

て
エ
リ
オ

ッ
ト
は
、

書
か
れ
て
い
る
内
容
の
宗
教
性
そ
の
も
の
に
封
し
て
敵
意
を
抱
い
た
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
も
っ
て
来
た
も
の
は
、

た
ぶ
ん
次
に
は
も

っ
と
危
険
な
も
の
を
も
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
危
倶
し
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

(

山

)

と
推
測
し
て
い
る
。

エ
リ
オ

ッ
ト
が
指
摘
す
る
「
も
っ
と
危
険
な
も
の
」
と
は
、
清
朝
の
支
配
瞳
制
を
動
揺
さ
せ
る
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
従
来
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
「
邪
教
」
と
み
な
し
て
き
た
清
朝
は
、

そ
の
支
配
瞳
制
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
俸
道
バ
ン
プ
レ

ッ
ト
の
配
布
に
感
じ
た
。
そ
し
て
、

エ
リ
オ

ッ
ト
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、

そ
う
し
た
危
険
性
を
清
朝
中
極
部
は
ア
ヘ
ン
船
の
北
上
と
闘
連
づ
け

て
認
識
し
た
。

要
す
る
に
、

ア
ヘ
ン
船
の
北
上
に
射
し
て
清
朝
中
橿
部
は
支
配
瞳
制
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

-126ー

る

物
々
変
換
方
式
に
よ
る
ア
へ
ン
貿
易
の
合
法
化
で
銀
の
圏
外
流
出
を
防
止
し
、
危
機
に
瀕
し
て
い
た
中
園
経
済

・
清
朝
財
政
を
再
建
し
よ
う

と
す
る
弛
禁
論
は

「外
禁」

「内
禁
」
の
禁
止
政
策
が
い
ず
れ
も
ア
ヘ
ン
問
題
を
解
決
で
き
な
い
朕
況
の
な
か
で
、
清
朝
中
極
部
に
と
っ
て

ひ
と
つ
の
現
質
的
な
選
揮
肢
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
弛
禁
論
が
そ
う
し
た
経
済
的
数
果
だ
け
を
約
束
し
た
に
過
ぎ
な
け
れ
ば
、

一
貫
し
て
竪

持
し
て
き
た
禁
止
政
策
か
ら
の
大
輔
換
に
清
朝
中
橿
部
は
踏
み
切
れ
な
か
司
た
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
経
済
的
数
果
を
約
束
す
る
と
同
時
に
弛
禁
論
は

ア
ヘ
ン
貿
易
を
合
法
化
し
て
カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
枠
内
に
呼
び
戻
し
、
清
朝
支
配

憧
制
に
と
っ
て
危
険
な
ア
ヘ
ン
船
の
北
上
を
回
止
す
る
と
い
う
政
治
的
数
果
を
も
提
示
し
て
い
た
。

か
か
る
政
治
目
標
こ
そ
は
、
少
な
く
と
も

許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
の
検
討
を
カ
ン
ト
ン
官
僚
に
命
じ
た
時
貼
ま
で
清
朝
中
橿
部
を
弛
禁
論
の
受
け
入
れ
に
傾
か
せ
て
い
た
直
接
的
な
動
機
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



結

道
光
九
年
以
来
、
ア
ヘ
ン
問
題
が
銀
流
出
に
伴
う
財
政
・
経
済
上
の
問
題
と
し
て
活
設
に
論
議
さ
れ
る
紋
況
の
な
か
、
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン

に
お
い
て
形
成
さ
れ
、

南
贋
総
督
李
鴻
賓
の
「
外
禁
」
困
難
・
「
内
禁
」
優
先
論
が
破
綻
し
た
道
光
十
一
年
な
か
ご
ろ
以
後
、

新
し
い
カ
ン
ト

ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
し
て
浮
上
し
た
。
同
年
末
に
は
有
力
な
カ
ン
ト
ン
・
ア
ヘ
ン
論
と
な
り
、
李
鴻
賓
の
上
奏
の
な
か
で
初
め
て
清
朝
中
橿
部
に

射
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、

そ
の
前
後
、
道
光
十
一
年
春
か
ら
翌
十
二
年
六
月
の
聞
に
弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
知
識
人
呉
蘭
修
に
よ
っ
て
「
再

害
」
と
い
う
論
文
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
弛
禁
論
は
道
光
十
四
年
九
月
に
南
庚
組
督
直
坤
の
附
片
の
な
か
で
再
び
紹
介
さ
れ
た
。

か
つ
て
一
八
二

O
年
前
後
に
九
年
聞
の
長
き
に
わ
た
っ
て
南
康
総
督
を
勤
め
、
そ
の

道
光
十
五
年
初
め
に
お
け
る
曹
振
鋪
の
死
を
契
機
に
、

問
、
厚
海
堂
の
設
立
な
ど
を
逼
し
て
呉
蘭
修
ら
カ
ン
ト
ン
知
識
人
と
も
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
庇
元
が
内
聞
大
撃
土
と
な
っ
て
中
央
政
界

に
お
い
て
頭
角
を
現
し
て
き
た
。
こ
の
庇
元
や
全
皇
后
の
支
持
に
よ
っ
て
弛
禁
論
者
に
有
利
な
政
治
献
況
が
生
ま
れ
る
と
、

つ
い
に
弛
禁
論
は

-127-

道
光
十
六
年
四
月
二
十
七
日
に
、
以
前
か
ら
庇
元
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
康
東
省
の
道
員
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
許
乃
済
の
上
奏
に
よ
っ
て

正
式
に
提
案
さ
れ
た
。

弛
禁
論
は
、
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
カ
ン
ト
ン
瞳
制
の
再
建
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
嘗
時
、

ア
ヘ
ン
密
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
た
零
丁
洋
で

は
合
法
品
も
密
検
出
入
さ
れ
、

そ
の
こ
と
も
再
海
闘
の
税
牧
減
や
行
一
商
の
疲
弊
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
外
園
の
ア
ヘ
ン
船
が
カ
ン

ト
ン
か
ら
北
上
し
た
り
、
贋
東
省
以
北
の
地
方
か
ら
中
園
船
が
カ
ン
ト
ン
に
来
航
し
て
ア
ヘ
ン
を
北
へ
運
ん
だ
結
果
、
ア
ヘ
ン
密
貿
易
も
カ
ン

ト
ン
睦
制
の
枠
外
べ
逸
脱
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
ア
ヘ
ン
密
貿
易
を
弛
禁
論
は
合
法
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
ン
ト
ン
臨
制
内
に
呼
び
戻
そ
う

と
し
た
。
ま
た
、
合
法
化
し
た
ア
ヘ
ン
を
行
商
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
疲
弊
し
て
い
た
行
一
一
商
の
鰹
替
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
。
こ

つ
ま
り
欧
米
諸
固
と
の
貿
易
を
カ
ン
ト
ン
が
濁
占
す
る
瞳
制
の
再
建
を
本
質
的
に
目
指
す
カ
ン
ト

の
よ
う
に
、

弛
禁
論
は
カ
ン
ト
ン
瞳
制
、

567 

ン
・
ア

へ
ン
論
だ
っ
た
。
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他
方
、
清
朝
中
枢
部
は
、
道
光
十
五
年
以
来
、

し
ば
し
ば
北
上
す
る
外
園
船
が
中
園
語
で
書
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
侍
道
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

寄
港
地
で
配
布
し
て
い
た
こ
と
に
、
支
配
睦
制
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
危
険
性
を
感
じ
、
そ
う
し
た
危
険
性
を
ア
ヘ
ン
船
の
北
上
と
闘
連
づ
け

危
険
と
認
識
さ
れ
て
い
た
ア
ヘ
ン
船
の
北
上
を
阻
止
す
る
と
し
た
こ
と
は
、

て
認
識
し
て
い
た
。
弛
禁
論
が
ア
ヘ
ン
貿
易
を
合
法
化
し
て
カ

ン
ト
ン
睦
制
の
枠
内
に
呼
び
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
清
朝
支
配
鐙
制
に
と

っ
て

一
時
的
に
せ
よ
、
清
朝
中
枢
部
を
弛
禁
論
の
受
け
入
れ
に
傾
か
せ

た
直
接
の
理
由
だ
っ
た
。

あ
る
。

し
か
し
、

と
こ

ろ
で
、
許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
に
質
成
し
た
郵
延
禎
ら
の
七
月
二
十
七
日
の
上
奏
が
、
道
光
一帝
の
も
と
に
届
く
の
は
九
月
二
日
の
こ
と
で

そ
の
聞
の
八
月
九
日
に
内
閣
事
土
兼
礎
部
侍
郎
朱
時
と
兵
科
給
事
中
許
球
の
二
人
が
、
許
乃
済
の
弛
禁
上
奏
を
批
判
す
る
上

そ
の
後
も
弛
禁
論
を
批
判
す
る
上
奏
が
績
く
反
面
、
郵
廷
槙
ら
カ
ン
ト
ン
官
僚
を
除
け
ば
、
弛
禁
論
に
賛
成
す
る

上
奏
は
ひ
と
つ
も
提
出
さ
れ
ず
、
結
局
、
弛
禁
論
は
葬
り
去
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
明
ら

(

山

)

か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
小
稿
を
踏
ま
え
た
更
な
る
検
討
は
別
稿
で
行
い
た
い
。

奏
を
提
出
し
た
。
そ
し
て
、

-128一

ま
た
、
小
稿
で
は
行
論
の
都
合
上
、
弛
禁
論
の
本
質
に
つ
い
て
は
圏
内
的
側
面
に
限
っ
て
考
察
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
劉
中
園
政
策
、
あ
る
い
は

ア
ヘ
ン
貿
易
と
の
関
係
と
い
う
園
際
的
意
義
に
つ
い
て
は
あ
え
て
検
討
の
劉
象
と
し
な
か
っ
た
。
そ
の
黙
に
つ
い
て
も
、
稿
を
改
め
て
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

註
※
小
稿
で
し
ば
し
ば
引
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
略
記
す

る。

宣
宗
貫
録
H
H
大
清
宣
宗
成
皇
帝
貧
録

始
末
補
遺
H
蒋
廷
献
編
『
響
曲
耐
夷
務
始
末
補
選
』
道
光
朝
、
北
京
大
皐
出
版

社
、
一
九
八
八
年
。

楢
案
史
料
H
中
圏
第
一
歴
史
楢
案
館
編
『
務
片
戦
争
指
案
史
料
』

I
、
天
津

古
籍
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。

句

V
H
U
H
(
U
F
S
a
H

向。、、・
H
h
v
h
q
h
S
ヨミ同
Haw-

句、お、
2
4
・。。、
z
h

町、。更な辺町内

Z
N
Q
H
S
h
s
n
p滋
ぬ

〈
H

∞AH
O
)

・

(
1
〉
園
岡
妙
子
「
朱
縛
・
許
球
の
禁
煙
奏
議
」
『
東
洋
事
報
』
第
四
四
巻

第
一
鋭
、
一
九
六
一
年
。
田
中
正
美
「
ア
ヘ
ン
戟
争
時
期
に
お
け
る
抵
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抗
波
の
成
立
過
程
|
ア
ヘ
ン
封
策
を
め
ぐ
っ
て
」
大
塚
史
昼
禽
編
『
東

ア
ジ
ア
近
代
史
の
研
究
』
、
一
九
六
七
年
〈
以
下
、
田
中
A
論
文
と
略

記
〉
。
同
「
危
機
意
識
・
民
族
主
義
思
想
の
展
開
|
ア
ヘ
ン
戦
争
直
前

に
お
け
る
」
野
津
監
他
編
『
講
座
中
園
近
現
代
史
』
て
一
九
七
八
年

(
以
下
、
田
中
B
論
文
と
略
記
)
。
村
尾
進
「
カ
ン
ト
ン
皐
海
堂
の
知

識
人
と
ア
ヘ
γ
弛
禁
論
、
厳
禁
論
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
四
巻
第
三

続
、
一
九
八
五
年
な
ど
。

ハ
2
〉
以
下
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
清
代
嘉
慶
期
の
ア
ヘ

ン
問
題
に

つ
い
て
|
嘉
慶
期
前
牟
に
お
け
る
ア
へ
γ
禁
令
を
中
心
と
し
て
」
『
島

根
大
皐
法
文
皐
部
紀
要
文
皐
科
編
』
第
四
鋭
|
I
、
一
九
八
一
年

(
以
下
、
拙
稿
A
と
略
記
)
。
「
清
代
嘉
慶
・
道
光
期
の
ア
ヘ
ン
問
題

に
つ
い
て
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
一
巻
第
一
一
鋭
、
一
九
八
二
年
(
以

下
、
拙
稿
B
と
略
記
)
。
「
奥
蘭
修
と
カ
ン
ト
ン
社
曾
特
に
嘉
慶
末
・

道
光
初
期
に
お
い
て
」
谷
川
道
雄
編
『
中
園
士
大
夫
階
級
と
地
域
社

舎
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』
〈
昭
和
五
七
年
度
科
事
研
究

費
補
助
金
縫
合
研
究

(
A
〉
研
究
成
果
報
告
書
〉
、
一
九
八
三
年
(
以

下
、
拙
稿
C
と
略
記
)
。
「
カ
ン
ト
ン
鰻
制
と
ア
ヘ
ン
『
外
禁
』
政
策
」

河
内
良
弘
編
『
清
朝
治
下
の
民
族
問
題
と
園
際
関
係
』
〈
卒
成
二
年
度

科
皐
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究
(

A

)

研
究
成
果
報
告
書
〉
、
一
九

九
一
年
。
「
爾
庚
線
督
李
鴻
賓
の
ア
ヘ
ン
政
策
論
」
『
奈
良
女
子
大
皐

文
皐
部
研
究
年
報
』
第
三
五
鋭
、
一
九
九
二
年
(
以
下
、
拙
稿
D
と
略

記)。

〈
3
〉
た
と
え
ば
、
村
尾
前
掲
論
文
、
頁
九
六
で
は
、
「
こ
れ
〔
「
萌
害
」
〕

が
作
成
さ
れ
た
道
光
十
四
(
一
八
三
四
〉
年
六
月
か
ら
九
月
」
と
さ
れ

て
い
る
。
筆
者
も
拙
稿
C
、
頁
一
二
八
で
「
道
光
一
一
一
一
年
頃
」
、
ま
た

拙
稿
「
『
海
録
』
小
考
」
(
『
奈
良
女
子
大
拳
文
皐
部
研
究
年
報
』
第
一
一

九
説
、
一
九
八
六
年
、
頁
一
一
一
一
一
一
)
で
「
道
光
一
四
年
頃
」
と
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
4
〉
以
下
、
小
稿
に
お
け
る
『
夷
気
開
記
』
の
引
用
は
、
部
循
正
氏
が
校

注
し
た
清
代
史
料
筆
記
叢
刊
本
(
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
〉
に
よ

る。

(

5

)

始
末
補
遣
、
第
一
一
加
、
頁
五
八
五
J
五
八
六
、
雨
康
総
督
李
鴻
賓
等

の
上
奏
(
道
光
九
年
十
月
十
二
日
〉
。

(

6

)

『
清
代
起
居
注
朋
』
道
光
朝
、
第
三
二
加
、
同
日
(
葵
亥
〉
の
候
。

(

7

)

貌
秀
梅
編
『
清
季
職
官
表
附
人
物
銭
』
(
下
〉
、
一
九
七
七
年
、
頁

八
五
五
。

(
8
〉
宣
宗
寅
録
、
同
日
〈
戊
申
)
の
線
。

〈
9
〉
房
兆
極
他
編
『
増
校
清
朝
準
土
題
名
碑
録
附
則
引
得
』
、
一
九
六
六

年
、
頁
一
四
O
|
一
四
一
。

〈
m)
『
(
民
園
〉
杭
州
府
士
山
』
巻
一
O
二
、
職
官
固
な
ど
。

(
江
〉
『
(
光
緒
〉
嘉
輿
府
士
山
』
巻
三
六
、
官
師
一
。

(
ロ
〉
同
右
。

(
日
)
拙
稿
C
。
闘
す
秀
書
院
の
監
院
に
つ
い
て
は
、
梁
廷
栴
『
男
秀
書
院

志
』
巻
一
O
、
数
職
表
に
よ
る
。
ま
た
、
村
尾
前
掲
論
文
を
参
照
。
な

お
、
『
号
秀
書
院
士
山
』
巻
二
ハ
、
俸
三
、
許
乃
済
で
は
、
許
乃
済
は
ま

ず
、
呉
蘭
修
の
「
開
明
書
」
を
讃
ん
だ
後
、
何
太
青
か
ら
弛
禁
論
に
劉
す

る
賛
成
論
を
聞
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
『
事
秀
書
院
志
』
の
関
連

史
料
に
つ
い
て
は
、
村
尾
進
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た
。

ハ
M
)
小
稿
に
お
い
て
「
孫
害
」
の
引
用
は
、
前
掲
『
夷
気
聞
記
』
巻
一
、

所
牧
の
も
の
に
よ
る
。
ま
た
、
村
尾
前
掲
論
文
、
頁
九
九
を
参
照
。
な
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ぉ
、
「
明
書
」
本
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
村
尾
前
掲
論
文
で
詳
し
く

検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
出
・
∞
-
Y向

c
a
p
叫
】
bRW

の
F

3
ヨ
.
町
内
ご
。
¥
H
F
内
同
Q
h
H
H
翌
MF.hN

。σヨ・

h
v
Q司
-Y

守
給
与
ぷ
刊
さ
の
吉
宮
♂
』
E
M
|
』
忠
弘
・
〈
o
-
-
H
〈・

5
N白・

3
・

H
U吋

-N印
0

・
N
3・
な
お
、
ア
ヘ
ン
の
流
入
量
に
つ
い
て
は
、
李
伯
群
他

「
関
子
十
九
世
紀
三
十
年
代
岡
崎
片
進
口
和
白
銀
外
流
的
数
量
」
(
『
歴

史
研
究
』
一
九
八

O
年
五
期
〉
な
ど
に
よ
っ
て
、
若
干
の
補
正
が
試
み

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
大
ま
か
な
傾
向
を
押
さ
え
て
お
け
ば
充
分

で
あ
る
か
ら
、
モ
l
ス
の
研
究
に
よ
っ
て
示
し
て
お
い
た
。

(
v
m
〉
小
稿
で
は
、
慶
州
市
中
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
皐
海
堂
刻
本

を
利
用
し
た
。
本
史
料
に
つ
い
て
も
村
尾
進
氏
か
ら
有
盆
な
示
教
を
得

た
。
特
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

(
げ
)
拙
稿
B
、
頁
七
二

J
七
八
。

(
凶
)
拙
稿
C
。
ま
た
、
『
庚
東
通
士
山
』
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿

「『
海
銀
』
小
考
」
を
参
照
。
な
お
、
製
海
堂
に
つ
い
て
は
、
村
尾
前

掲
論
文
に
詳
し
い
。

(
日
)
拙
稿
D
、
頁
四
九
。

(
初
)
拙
稿
B
、
頁
六
五

1
七
一
。

(
幻
)
拙
稿
D
、
頁
四
八

l
五
三
。

(
忽
)
同
右
、
頁
五
三
。

(
お
)
楢
案
史
料
、
頁
七
二
。

(
U
A

〉
同
右
。

(
お
)
由
且
宗
貫
録
、
同
日
(
丁
卯
)
の
僚
。

〈m
m
〉
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
丙
申
〉
の
保
。

(
幻
)
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
甲
午
)
の
僚
。

(
お
〉
叫
3
t
q
F
3
2
m
w
h
e
sむ。
whい
可
・
〈
o
-
-
H
H
H
・
2
0・
ω
-
H
E
q
-
H
∞ω
A
F

〉同
同・〈
H
-
FO
O
H
三
角
ロ
O
E
H
明。

5
F
の
E

E

Q

M
『宮白
H〕
O
巳

rg
rc・

(
m
m
〉
始
末
補
遣
、
第

一
加
、
頁
七
八
六
J
七
九
二
、
刑
部
の
上
奏
(
遁
光

十
一
年
十
月
八
日
〉
。
楢
案
史
料
、
頁
一

O
O
J
一
O
て

巡
視
西
城

給
事
中
究
羅
瑞
繭
等
の
上
奏
〈
同
年
十
月
二
十
二
日
)
。
楢
案
史
料
、

頁一

O
一一
J
一
O
四
、
総
管
内
務
府
棺
恩
等
の
上
奏
(
同
年
十
月
二
十

九
日
〉
。
楢
案
史
料
、
頁
一

O
五
、
上
議
(
同
年
十
一
月
五
日
)
。

(

m

却
〉
拙
稿
D
、
頁
五
三
J
六
O
。

(
但
〉
「
第
萱
抗
」
文
件
お
よ
び
「
第
参
観
」
文
件
、
明
・

0
・

M
g
h
g・

ohV2司
N
H
U
Q』
守
司
同
に
牧
録
。

(
位
)
そ
の
後
、
「
洛
族
」
の
反
鋭
を
な
か
な
か
銀
座
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
特
に
、
銀
座
に
投
入
さ
れ
た
庚
東
の
兵
丁
が
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
た
め

に
役
立
た
ず
で
あ
っ
た
こ
と
の
責
任
を
問
わ
れ
て
、
李
鴻
賓
が
草
職
さ

れ
て
ウ
ル
ム
チ
へ
流
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
拙
稿
D
で
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。

(
お
)
始
末
補
選
、
第
一
筋
、
頁
八
七
一

J
八
七
八
。

〈
斜
〉
拙
稿
D
、
頁
五
五
J
五
七
。

(
お
〉
こ
の
上
奏
の
な
か
で
雨
康
線
督
李
鴻
賓
が
弛
禁
論
を
紹
介
し
た
こ
と

は
、
首
時
、
カ

γ
ト
ン
の
外
園
入
社
舎
で
も
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、

の
ち
許
乃
済
が
弛
禁
上
奏
を
し
た
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
監
督
官
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
は
パ

1
マ
ス
ト
ン
外
相
あ
て
の
報
告
の
な
か

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
方
針
〔
ア
ヘ
ン
貿
易
の
合
法
化
」
が
北
京
政
府
内
で

考
慮
さ
れ
て
い
る
と
確
信
さ
せ
た
最
初
の
文
書
は
、
先
の
雨
庚
総

督
と
庚
東
巡
撫
の
皇
-
帝
に
到
す
る
印
象
的
な
上
奏
で
あ
る
。
そ
の
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上
奏
に
は
日
附
が
な
い
が
、
外
園
人
た
ち
は
遅
く
と
も
一
八
三
二

年
ま
で
に
そ
れ
を
入
手
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
エ
リ
オ

ッ
ト
は
績
い
て
、
入
手
し
て
い
た

「
上
奏
」
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
道
光
十
一
年
十
二

月
二
十
四
日
づ
け
の
李
鴻
賓
の
上
奏
内
容
と
一
致
し
て
い
る
。

M
V
H
v
~

門
り
と
司
ぬ
の
。
ミ
-
-
Z
0・
8
日
開

E
C円
同

O
】

V
曲

-
g
R
2
0
P
明，
h
w
r
H
己
白

4
N
-

H

∞ω
斗
・
。
}
戸
田
ロ
岡
国
∞

5
・匂白
0
・
crM吉
司
令
札
口
、
見
守

h
s
a吉
出

H
F内

OM守
ζ
道

ョ、、
R
H
、
.
]
戸
泊
町
A
H・
同

y
∞印・

(
お
〉
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
辛
酉
〉
の
僚
。

(

日

出

〉

叫

4
F
G
〔
リ

p.司
令

R
M
N
G
Sむ
3
ハ
エ
〈

o
-
-
H
-
Z
0・A
F

〉
己
間
口
印
F

5

U

N
・

HMD帥
門
的

nZMV47

(
お
)
村
尾
前
掲
論
文
、
頁
九
四
J
九
五
。

〈mm
〉
同
右
、
頁
一

O
七
J
一
一
一
一
一
。
ヵ
ン
ト
ン
に
お
い
て
弛
禁
論
を
批
剣

す
る
温
訓
ら
の
勢
力
に
つ
い
て
は
、
』
冨
-M
V
D
-
R
Z
n
F
同
ヨ
守
『
号
、

。
、
立
ヨ
司
白
コ
昌
也

N・
宅
-HN臼
l
l
H
R
-
3・
H
a
E由
・
朱
新
鋳

「
論
鴻
片
戟
争
前
タ
康
東
的
経
世
致
用
率
一
奴
」
『
庚
東
社
倉
科
拳
』
一

九
八
七
年
三
期
、
同
「
論
鴻
片
戟
争
時
期
庚
東
士
人
抵
抗
波
」
『
庚
東

祉
曾
科
皐
』
一
九
九

O
年
二
期
を
参
照
。
な
お
、
朱
氏
は
後
者
の
論
文

に
お
い
て
、
一
八
一
一
一
二
〔
道
光
十
二
〕
年
に
カ
ン
ト
ン
で
は
、
奥
蘭
修

を
中
心
と
す
る
「
弛
禁
論
」
と
温
訓
を
中
心
と
す
る
「
厳
禁
論
」
と
の

閲
で
激
し
い
論
争
が
展
開
さ
れ
た
と
述
べ
る
(
頁
一
八
)
が
、
根
援
と

な
る
史
料
を
明
示
し
て
い
な
い
。

(

ω

)

と
こ
ろ
で
、
前
掲
「
奥
蘭
修
自
記
」
に
、
「
吾
が
友
、
粛
梅
生
、
楊

秋
衡
、
各
の
箸
論
有
り
。
大
旨
は
略
ぼ
同
じ
」
と
あ
り
、
務
糠
生
と
楊

秋
衡
と
い
う
こ
人
の
友
人
が
「
孫
害
」
と
ほ
ぼ
同
様
の
弛
禁
論
文
を
作

成
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
嶺
南
文
妙
』
各
一
四

で
は
「
呉
蘭
修
自
記
」
に
績
い
て
、
革
期
締
生
、
曾
勉
士
、
楊
秋
衡
、
三

人
の
弛
禁
賛
成
論
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
。
一
一
一
人
の
う
ち
、
務
梅
生
は
未

詳
で
あ
る
が
、
曾
勉
土
は
曾
剣
(
庚
東
南
海
人
、
道
光
五
年
の
抜
貢
)
、

楊
秋
衡
は
楊
嫡
南
〈
庚
東
嘉
藤
人
、
道
光
十
九
年
の
隼
人
)
の
こ
と
で

あ
る
。
な
お
、
楊
嫡
南
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
『
海
録
』
小
考
」

を
、
曾
剣
に
つ
い
て
は
、
村
尾
前
掲
論
文
を
参
照
。

(
H
U
)

園
岡
前
掲
論
文
、
頁
一

O
三
J
一
O
四
。
田
中
A
論
文
、
頁
二
二
四

J
二
二
五
。
村
尾
前
掲
論
文
、
頁
一

O
二
l
一
O
三。

(
必
〉
拙
稿
D
、
頁
五
八
。

(
円
相

)
Z
O同臼
Owe-
又
N
G
同

y
g∞-

(
川
制
)
銭
寅
甫
編
『
清
代
職
官
年
表
』
第
四
加
、
「
禽
試
考
宮
年
表
L

、
中

筆
書
局
、
一
九
八

O
年
、
頁
二
八
三
一
。

(
必
)
銭
前
掲
『
清
季
職
官
表
附
人
物
録
』
(
下
〉
、
頁
六
三
九
。

(

M

切
〉
宣
宗
貧
録
、
同
日
(
丙
成
)
の
僚
に
載
す
上
論
の
な
か
で
引
用
。

(
幻
〉
同
右
。

(
泊
四
)
楢
案
史
料
、
頁
一
五
七
、
道
光
十
四
年
九
月
十
日
、
雨
康
総
督
虚
坤

等
の
上
奏
。

(
品
目
〉
ネ
1
ピ
ア
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
衛
藤
溶
吉
「
砲
艦
政
策
の
形

成
ー
一
八
三
四
年
清
園
に
謝
す
る
」
『
園
際
法
外
交
雑
誌
』
第
五
三
巻

第
三
鏡
、
同
巻
第
五
鋭
、
一
九
五
四
J
五
五
年
(
向
『
近
代
中
園
政
治

史
研
究
』
一
九
六
八
年
に
再
録
)
、
佐
々
木
正
哉
「
近
代
中
園
に
お
け

る
針
外
認
識
と
立
憲
思
想
の
展
開
(
一
〉
」
『
近
代
中
園
』
第
二
ハ
巻
、

一
九
八
四
年
、
頁
二
一
一
一
一

J
ニ
ニ
九
を
参
照
。

(
印
〉
始
末
補
選
、
第
二
節
、
頁
六
五
。
楢
案
史
料
、
頁
一
四
五
。
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(
日
〉
佐
々
木
正
哉
氏
は
、
盛
坤
は
ネ
l
ピ
ア
事
件
で
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
の
威

力
を
知
っ
た
結
果
、
積
極
的
な
ア
ヘ
ン
針
策
を
放
棄
し
た
と
述
べ
る
。

佐
々
木
前
掲
「
近
代
中
園
に
お
け
る
謝
外
認
識
と
立
懲
思
想
の
展
開

(
一
)
」
頁
二
三
四
。
な
お
、
ネ
l
ピ
ア
事
件
の
最
中
に
行
わ
れ
た
庚

東
郷
試
に
お
い
て
、
ア
ヘ
ン
の
巌
禁
策
・
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
風
俗
を
改
め

る
方
法
が
策
問
と
し
て
出
題
さ
れ
た
。
村
尾
前
掲
論
文
、
頁
九
八
を
参

照。

(
臼
〉
楢
案
史
料
、
頁
一
五
七
J
一
五
九
。

(
臼
〉
楢
案
史
料
、
頁
一
六
五
J
二
ハ
六
。
始
末
補
遣
、
第
二
加
、
頁
一
一
一

一一
J
一
二
四
。

(
臼
〉
拙
稿
B
、
頁
七
八
。

(
応
)
楢
案
史
料
、
頁
一
六
六

l
一
六
七
。

(
日
)
宣
宗
質
録
、
同
日
(
葵
亥
)
の
僚
。
来
新
夏
『
林
則
徐
年
譜
(
増
訂

本
)
』
一
九
八
五
年
、
頁
一
五
九
を
参
照
。

(
閉
山
)
『
清
史
稿
』
袋
三
六
一
二
、
列
俸
一
五

O
。
『
清
史
列
俸
』
各
一
一
一
一
一
。

(
開
)
宣
宗
貫
録
、
道
光
十
二
年
八
月
二
十
日
(
甲
午
)
の
僚
に
載
す
上
稔
。

(
回
)
宣
宗
貫
録
、
岡
田
〈
甲
寅
〉
の
僚
。

(
印
)
謝
輿
完
氏
が
貼
校
し
た
近
代
史
料
筆
記
叢
刊
本
(
中
華
書
局
、
一
九

八
四
年
〉
を
使
用
し
た
。

(
m
U

〉
叫
】
』
内
の
と
お
S
G
h
A
W
M
v
o民同。、ぃ
1

・
〈
O
F
H
〈
-
Z
G
・M
-

一T
H
ロ
P
5
8・

〉同門・口・

2
0巴
8
目
。
町
宮
。
仏
命
日
の

FHE-

(
臼
)
梁
前
掲
『
血
勺
秀
書
院
士
山
』
巻
二
ハ
、
停
三
、
許
乃
済
。
劉
伯
験
『
庚

東
書
院
制
度
』
、
一
九
五
八
年
、
頁
一
二
八
を
参
照
。

(
伺
)
貌
前
掲
『
清
季
職
官
表
附
人
物
録
』
(
下
)
、
頁
六
二
ハ
。

(
倒
)
同

Jt
の
と
ミ
R
N
N
A
w
h
v
E
た
。
、
い
て
・
〈
D--
〈
-zoω
・
γ
L
U
『・

5
8・

〉
3
・
〈
H

H

F

O

司
吉
自
の

r
g四
・
。
、
・円
た
・・司
・
∞
∞
・
田
中
A
論
文
、

頁
二
二
五
J
一
一
一
一
六
を
参
照
。

(
山
山
〉
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
己
巳
)
の
僚
に
載
す
上
議
。

(
前
〉
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
己
酉
〉
の
僚
に
載
す
上
議
。
な
お
、

全
皇
后
は

突
詩
、
つ
ま
り
威
堕
需
の
生
母
で
あ
る
。

(
m
む

の
V
白

HMm・
。
、
.
町
民
H
4
M
M

・∞∞・

〈
回
)
宣
宗
貫
録
、
同
日
(
丙
辰
)
の
候
。

(
的
)
『
史
料
旬
刊
』
第
三
期
、
「
道
光
十
一
年
査
禁
鴻
片
姻
案
」
。

〈
叩
)
檎
案
史
料
、
頁
一
九
三
。

(
乃
)
同
右
、
頁
一
九
四

l
一
九
七
。

(

η

)

始
末
補
遣
、
第
二
加
、
頁
三
五
五
。
郭
廷
以
『
近
代
中
園
史
』
第
二

街
、
一
九
四
一
年
、
頁
八
一

J
八
二
、
の

rgm・
4
・町民同・・司・

8
を

参
照
。

(
百
)
楢
案
史
料
、
頁
ニ

O
O
J二
O
三
。
な
お
、
弛
禁
上
奏
は
、
『
簿
緋

夷
務
始
末
』
道
光
朝
、
巻
一
な
ど
に
も
枚
録
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
、

小
稿
で
は
、
指
案
史
料
か
ら
引
用
す
る
。

(
江
)
宣
宗
貫
録
、
同
日
〈
葵
酉
〉
の
係
。

(
符
)
同
右
、
同
日
(
丁
丑
〉
の
僚
。

(
叩
川
)
楢
案
史
料
、
頁
二

O
三。

(η
〉

宣
宗
貸
録
、
同
日
(
庚
辰
〉
の
篠
。

(
刊
日
〉
同
3

』
誌
の
F
3
2
G

河内、
oh止。
w
・uτ
・
〈
D
F
H
〈・

2
C
H
O
w

司
巾

σ『
E
円V
J

5
8・
〉
3
・〈
H
U

守
口
自
由
-
o同

onEHHgng-

(
河
)
楢
案
史
料
、
頁
ニ

O
五
、
爾
康
総
督
郵
廷
禎
等
の
上
奏
(
道
光
十
六

年
七
月
二
十
七
日
づ
け
〉
。

(
舶
W

)

図
岡
前
掲
論
文
、
頁
一

O
五
。
行
一
商
一
た
ち
の
検
討
結
果
は
、
同
三
宮
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の
と
ミ
旨
河
内
』
VSN.H。
ミ
・
〈
o--
〈
-
Z
G・u・一『
g
c
m
H
U『匂

H∞∞斗
w

〉
H同-

H・
国
O口
問
自
白
ロ

E
ロ
え
岡
山
8
0
H件
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ロ

g
回
目
白
口
町
一
、
NV勺

(
U
F
S白

。
σ、、
.. 
Hロ
n-o
間口同刊

ω
U
2
0・由〔}(同町
σ同口同同司

N
-
H∞
U10
・
HN叩旬。民

自由品開件
O
F
O
(
u
r
z
g
σ
の
Oぐ四円ロ
B

g
こ
uu『
任
問
出
oロ
間
宮
町
H
n
r
S
F

に
英
語
が
枚
録
さ
れ
て
い
る
。

(
但
〉
(
叩
)
に
同
じ
。
な
お
、
布
、
按
爾
使
の
検
討
結
果
は
、
「
拾
参
貌
」

文
件
、
明
・

0
・
自
宅
5
0・
0hvN.R苦

HvaM54
に
枚
録
さ
れ
て
い
る
。

(
位
)
同
右
。

(
回
〉
「
第
拾
捌
鋭
」
文
件
、
明
・
。
-
N
g
h
g・
0
』守帆
RSNubhv寺
子
園
岡

前
掲
論
文
、
頁
一

O
五
を
参
照
。

(
倒
〉
「
第
拾
鋭
」
文
件
、
明
・

0
・8
ω
¥包
0・
0
』v
g
s
~
u
e当旬・

ハ田山〉

Huhuh
〈り』
HNjnH
。
σミ
J
Z。
・∞
ω"
何
百
O円同
D
F
O
町
OHo-mロ
O
R
W
0・

0
2
0
σ
2
5・
5

8・
同
-
t
9
3
2ぬ
N
N
e
s
s
g
〈
O]
・〈
-
Z
0・

ω.
ん『己
u〉
]
戸
∞
印
由
.
〉
HF
〈
口
H
.
O
M】
山
口
自
・
『
カ
ン
ト
ン
・
レ
ジ
ス
タ

ー
』
の
観
測
に
つ
い
て
は
、
園
岡
前
掲
論
文
、
頁
一

O
五
を
参
照
。

(

m

∞
)
楢
案
史
料
、
頁
二

O
六
J
ニ
O
七。

〈
凹
む
佐
々
木
正
哉
「
第
五
章
イ
ギ
リ
ス
と
中
園
」
榎
一
雄
編
『
西
欧
文

明
と
東
ア
ジ
ア
』
〈
東
西
文
明
の
交
流
五
〉
、
一
九
七
一
年
、
頁
四
三

四
l
四
三
七
。
同
「
清
代
庚
東
の
行
一
商
制
度
に
つ
い
て
ー
そ
の
濁
占
型

態
の
考
察
」
『
駿
墓
史
皐
』
第
六
六
鋭
、
一
九
八
六
年
、
頁
七
九
。
岡

本
隆
司
「
清
代
琴
海
闘
の
徴
税
機
構
|
保
一
商
制
度
を
中
心
と
し
て
」

『
史
林
』
第
七
五
巻
第
五
続
、
一
九
九
二
年
、
頁
九
三
。
村
尾
前
掲
論

文
、
頁
一

O
四
J
一
O
五
。
園
岡
前
掲
論
文
、
頁
一

O
四
。
田
中
A
論

文
、
頁
二
二
五
。
ま
た
道
光
十
年
代
前
半
に
お
け
る
江
南
の
災
害
に
つ

い
て
は
、
蛍
時
、
江
蘇
巡
撫
だ
っ
た
林
則
徐
の
一
連
の
上
奏
〈
『
林
則

徐
集
』
奏
稿
(
中
〉
、
奏
稿
四
に
所
牧
〉
を
参
照
o
M
Y
L
R
r
o
n
r・

4
・

RF-HMHY
斗∞|寸坦・

(
部
〉
梁
嘉
彬
『
庚
東
十
三
行
考
』
、
一
九
三
七
年
、
頁
四

O
四
l
四
O
八。

園
岡
前
掲
論
文
、
頁
一

O
四
J
一
O
五
。
田
中
B
論
文
、
頁
六
九
。
村

尾
前
掲
論
文
、
頁
九
0
1九
一
、
九
三
一
。

(
却
)
田
中
A
論
文
、
頁
二
二
五
。
田
中
B
論
文
、
頁
六
九
。

(
卯
)
田
中
A
論
文
、
頁
二
二
五
。

(
但
〉
出
・
回
-
y
p
g
p
同J
b
G
H詰
R3RHHH.。吉
HN
河内
h
a芯
苫
柄
。
¥
H
F向
。
注
目

司
、
一
気
同
町
遣
、
守
AP
〈
o--r

同JFAW
旬、
w
d.。
札
。
¥
門
川
。
詰
浄
円
子
』
包
血
|

尽
き
-
H申
E
・
E
-
H
3
l
H∞
AH・
冨
・
の
5
2
r
m
H
m
u
N
W
3
.
5
F
同]Rhh同

白書出

H除、

ohv内
苦
.
詰
向
。
L

『(リ
FN.ヨ
♂
』
匂
S
I
b
-
5
2・
匂

-a-

。
E
語
、
屯
・
円
P
・
B
-
h
l
h∞
・
来
新
夏
「
鴻
片
戦
争
前
清
政
府
間

4
間
煙
問
題
乙
列
島
編
『
鴻
片
戦
争
史
論
文
募
集
』
一
九
五
八
年
、

頁
九
三
J
九
六
(
原
載
『
南
関
大
暴
風
宇
報
』
一
九
五
五
年
一
期
〉
。
田

中
B
論
文
、
頁
五
三
J
五
四
。

(
位
〉
楢
案
史
料
、
頁
二

O
八。

(問〉

NVMVH
門U
F
S白
。
。
ミ
・
・

2
0・∞
N
W
H
W
E
o
=
o
号
巾
明
OHm-mロ
O
B
n
p

一『ロ
-u『
N
斗・

H

∞∞∞・

(
川
出
)
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
同
J

』
誌
の
宮
古
h
G
H
州
魚
川
、
。
崎
氏
。
ミ
・
〈
o--
〈・

2
0・

ωu
い『ロ
-uコ
H∞
8
・
〉
同
門
・
〈
口
H・。同
V
E
B
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

我
々
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
ア
ヘ
γ
は
現
在
、
ヵ
ン
ト
ン
に
お
い

て
一
箱
に
つ
き
二

0
ド
ル
〔
の
賄
賂
〕
で
ひ
そ
か
に
陸
揚
げ
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
額
で
は
、
紹
封
に
検
奉
さ
れ
な
い
と
い
う

保
詮
は
な
い
と
思
う
が
。

沈
毅
「
。
弛
禁
波
。
新
議
」

(
町
四
)

『
遼
寧
大
暴
風
平
報
』
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biological male heir to succeed to the family line (zong宗) and property,

or to conduct the sacrifices to the ancestors. First, I demonstrate that there

was a difference between the legal or ideal concept of “inheritance Ｃｃｉｆｉｅｎｇｊｔ

承継）”and “inheritance” as actually practiced in Huizhou. Furthermore,

in

　

cases

　

where “inheritance” actually　occurred, the　significance　of　it

extended beyond the boundaries of the family or lineage alone.　It was

closely tied to the customs of marriage into the family of ａ wife (ｒｕｚｈｕi

入贅）ａｎｄ to the sale of people （ｍａｉｓｈｅｎ責身). as well as to issues of

status in society such as the ｙｉｎｇｚｈｕｙｉｎｇｙi（座主恵役) relationship which

included the matter of bondservantsひzz僕). Second, I eχamine the issue

of how bondservants inherited their status and labor obligations, and their

behaviour relating to “inheritance”.

ON THE IDEA TO LEGALIZE THE OPIUM TRADE

　　　　　　　　　　　　　　　

Inoue Hiromasa

　　

In the years following 1829 （the 9th year of Daoguang 道光), the

problem of the opium was vigorously discussed in terms of an economic

crisisprecipitatedby the outflow silver specie from China. Under such

circumstances, the idea to legalize the opium trade began to be formed in

Canton.

　

This idea became prevalent enough to be introduced for the

firsttime in ａ memorial proposed by Liangguang 雨廣Governor-General Li

Hongbin李鴻賓late in 1831. 1n the period between the spring of 1831

and June 1832, this idea was clearly expressed in an essay titled“Mi hai

御害”,composed by the Canton literatiWu Lan χiu 呉蘭修. In connection

with the politicalsituation to garner the support of Grand Secretary Ruan

Ｙｕａｎ玩元and empress Quan 全, the idea of legalization was formally

proposed in ａ memorial of Xu Naiji 許乃済on the 27th day of the 4th

month of the 16th year of Daoguang (1836).

　　

The proposal tolegalizethe opium trade was intended to take the opium

trade, which had been removed from the purview of the Canton system.

back within that system. This proposal was alsointended to reconstruct
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the weakened hong merchants 行商, who under this scheme were to deal

exclusively in the legitimized opium trade.　Thus this proposal, which

sought to reconstruct the Canton system. was intended essentially to benefit

local society in Canton｡

　　　

０ｎ the other hand, authorities in Peking were seriously alarmed by the

northern voyages of the opium-ships, being connected with distribution of

religious tracts by foreign missionnaries. The authorities in Peking were

temporarily inclined to accept this proposal because it was planned to put

an end to the northern voyages of the opium-ships.

ZHANG SHIZHAO 章士釧AND THE PEACE

　

NEGOTIATIONS IN BEIPING 北平,1949

Abumiya Haiime

　　

In April 1949, Zhang Shizhao (1881―1973) went to Beiping as ａ

delegate of the National Government and took part in the peace negotiations

with the CCP, and came to choose a policy of nation-building under the

regime of the CCP after the negotiations had broken down. ０ｎ the level

of personal political belief, he came to support the National Government's

policy for peace, and also to support the work of the United Front under

the CCP.

　　

In the eye of Zhang, who was an advocate of parliamentary politics

from the early Republican period onward, the peace policy of the KMT

meant ａ shift of political line from the National Assembly to the Political

Consultative Conference, and that policy was suitable for his political idea.

As ａ result, he accepted an appointment to become ａ peace delegate for the

National Government.

　　

Zhang engaged in the work of the United Front under the CCP,

because he mistakenly interpreted the fluid policy of the CCP in 1949 as

a policy of Coalition Government which was outlined in 1945. As such,

Zhang believed, this would mean ａ realization of the Political Consultative

Conference in　which　all　political　parties　in　China　could　participate,

including the peace faction within the ＫＭＴ｡
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